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:再
生
座
理
输
の
構
造
變
化 

.四

〇

(

七
八
六〕

斯
く
國
防
經
濟
的
再
生
產
理
論
は
以
上
の
如
き
構
造
變
化
を
示
す
，の
で
あ
る
。
そ
し
、て
斯
か
る
權
造
規
定
を
前
提
し
、
そ
の
下
に
於 

て
如
何
に
資
本
の
稗
生
產
過
程
が
構
成
さ
れ
て
行
く
か
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
次
の
機
會
に
吾
々
に
課
さ
れ
た
研
究
課 

題
で
あ
る
。
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.
海

上

發

見

時

代

西
洋
地
理
學
史
上
の
近
世
は
、
第
十
五
世
紀
前
半
に
於
け
る
葡
萄
牙
.の
親W

「

航
海
者
へ
ン
リ
I」

の
活
躍
を
以
つ
て
始
ま
る
o
即
ち 

.彼
の
命
令
の
下
に
ア
フ
リ
カ
西
海
岸
を
南
下
し
た
魬
多
の
.探
險
隊
が
、
次
第
に
そ
の
行
動
範
圍
を
擴
大
し
て
一
四
四
五
年
に
ヴ
JC
.
ル
デ 

.岬
'に
達
し
、一

四
七一

年
に
は
赤
道
を
橫
切
り
、
へ

ン

リ

ー

死

後

一

四

八

五

年

に

至

つ

て
P

0

が
コ
ン
、、コ
河
ロ
に
到
達
、
更 

に
そ
の
ニ
年
後
に
はB

a
l
t
l
m
e
o

 s
a
z

が
喜
望
峰
に
達
し
て
居
る
o
こ
れ
等
の
海
上
探
險
は
遂
に
一
四
九
八
年
の
く
卩
§
 

& 

O

I
 

に
依
る
印
度
半
島
西
岸
到
着
を
以
つ
て
そ
の
目
的
の
完
成
を
見
た
し
、
更
に
西
方
洋
上
に
向
つ
て
は
一
四
^

ー¥
のcristoforc Col< 

?
.
 

‘bo 

(

又
はChristopher C

o
l
u
m
b
u
s
〕

の
西
印
度
發
見
に
導
き
、
こ

、
に
第
十
七
世
紀
中
葉
ま
で
凡
そ
一
世
紀
半
に
わ
た
る
華
々
し 

い
大
發
見
時
代
を
齎
し
た
。
.盲
目
的
な
傳
統
固
執
の
態
度
は
そ
の
影
を
著
し
く
ぅ
す
く
し
、
觀
察
と
經
驗
を
重
ん
ず
る
風
潮
が
支
配
.す 

.
る
に
.至
.つ
た
。
コ
ロ
ム
ブ
ス
が
地
上
の
樂
園
を
信
じ
た
と
い
ふ
事
實
の
如
ぐ
、
ま
た
航
海
者
へ
ン
リ
ー
時
代
、
葡
萄
牙
人
海
上
探
險
の 

.
近

世

に

於

け

る

西

洋

地

理

學

a
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近
世
に
ー
於
け
る
.西
洋
地
理
學
，
 

' 

四

ニ 

(

匕
'

八
.ノ

主
目
的
の
一
つ
が
司
祭
'王
ジ

;'
3
.ン
+の
國
-―

を
時
に
至
つ
て
そ
れ
が
.ア
ビ
シ
ラ
ブ
な
る
こ
と
が
信
ぜ
ら
れ
セ
-
广
の
1
路
發
見
に
あ

っ
た
と
い
ふ
：事
實
の
如
く
、
當
時
の
主
要
人
物
の
間
に
も
未
だ
中
世
的
精
神
の
淺
存
す
る
の
を
見
る
と
は
云
へ
.、
明
か
に
時
代
は
.一
變 

'し
た
の
で
あ
つ
た
？

‘
 

.

.と
れ
等
の
海
上
探
險
を
刺
戟
し
た
主
.た
る
要
因
は
、
一

K

ふ
ま
で
も
な
く
異
敎
徒
土
•耳
古
人
に
依
.る
印
度
へ
■の
陸
上
貿
易
路
遮
斷
で
あ 

る
が
、
他
方
斯
か
る
海
上
探
險
を
可
能
に
し
た
もQ

は
航
歡
術
の
.進
步
.で
あ
.っ
た
、
而
し
て
こ
の
航
海
術
の
進
歩
は
、
中
世
末
期
か
ら 

旣
に
か
な
りQ

震
に
達
し
て
居
たQ
で
あ
っV

、

即
ち
羅
針
盤
は一

1

一
世
紀Q

文
献
に
當
時Q

歐
洲
人
が
使
用
し
て
居
た
こ
と
が
明 

か
で
あ
り(c. R

a
y
m
o
n
d

 

Bê
zley, 

T
h
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w
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d
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geography. 

V
o
】. 

Ill, 

Oxford, 

1906. 

pp. 

5
0

00-
5
1
1
.

參
贤) 

1

三
世
紀
頃
力
ら
所
謂portolano .

圖
と
稱
す
る
海
圖
が
製
作
使
用
さ
れ
、
航
海
は
.著
し
く
安
全
確
實
さ
を
增
し
て
居
た
。
ポ
ル
ト
ラ 

ノ
海
圖
は
主
と
し
て
地
中
海
沿
岸
の
局
部
的
地
圖
で
は
あ
つ
た
が
、
そ
の
當
時
の
ー
般
地
圖
に
比
す
れ
ば
遙
か
に
群
細
正
確
な
も
の
？ 

あ
つ
た
。(Ibid., 

pp. 

5
1
1
.
5
2
9
.

參
照〕

但
し
當
時
の
一
般
地
圖
も
著
し
く
進
歩
し
て
居
た
。
中
世
後
期
の
地
圖
は
、
*地
上
の
樂
園
が 

記
入
さ
れ
た
り
主
要
寺
院
の
.建
物
が
圖
示
さ
れ
た
り
、
時
と
し
て
は
K
§
H,
G
r
d地
圖(

一
三
世
紀
末〕

の
如
く
遠
隔
地
に
棲
息
す
る
魑 

魅
魍
趟
の
姿
を
描
い
た
り(J. 

K. 

Wright, 

Geographical lore of the 
time of 

the 

Crusades. 

N
e
w

 York, 

1925. 

.pp.

2
7
7
-
s
.

修
正
版
地
理
學
講
座
、
小
野
鐵
ニ
著
、
地
理
學
發
達
史
、
昭
和
十
二
年
刊
、
六
八
九
頁
參
照)

不
正
確
極
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
o
 

一
五
世
紀
初
頭
に
フ
ト
レ
マ

ィ

オ

ス

の
地
圖
が
歐
洲
人
の
眼
に
復
活
し
.て
以
來
地
圖
は
急
速
に
進
歩
し
、Regiomontanus

(

又

は

す 

hannes 

M
i
m
e

.H
一
 

四
三
六
I
七
六
年)

Martin 

B
e
h
a
i
m

ハ
一
四
三
六
又
は
五
九
年
頃
I |

五
〇
七
年〕

F
-*
1

a 

M
a
u-H
o
, (Tcscan elli

d
a

 pozzo 

(

一.三
九
七
I1

四
八
ニ
年0

等
の
•學
者
に
依
り
優
秀
：な
讓
が
製
作
さ
れ
、
ベ
：ハ
ィ
ム
は
一
四
九
ニ
年
に
地
球
儀
す
ら
作 

っ
た
。
然
じ
ブ
ト
レ
マ
.ィ

オ

ス

の
地
圖
に
於
け
る
重
大
な
誤
り
；は
、
誰
も
こ
れ
を
訂
芷
す
る
も
の
，は
な
か
つ
た
。
と
れ
.は
コ
ロ
ン
ブ
ス 

を
し
て
確
信
を
抱
か
し
む
る
に
至
っ
た
主
な
る
要
因
の
一
つ
と
考
へ
ら
れ
る
。

■■

羅
針
盤
及
び
ボ
ル
ト
ラ
/
海
圖
に
加
へ
て
觅
に
一
五
世
紀
.に
入
る
と
、「

ア
ス
ト
口
ラ
ー
ブ」

叉
は
.四
分
儀
に
依
っ
て
北
極
星
又
は
.太 

陽
の
高
度
を
測
定
し
、
大
洋
中
央
に
.於
い
て
自
己
の
位
置
す
る
緯
度
を
知
る
方
法
が
一
般
に
實
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
且
っ
.ま
たn 

ロ 

ム
ブ
ス
當
時
ま
で
に
は
磁
針
の
誤
差
も
一
般
に
認
め
ら
れ
.て
居
た
ら
し
い
。
唯
經
度
測
定
方
法
は
未
だ
極
め
て
不
完
全
で
ぁ
っ
た
が
、
 

上
記
各
方
面
の
進
步
に
依
っ
て
、
遠
洋
航
海
が
著
.し
:<
/
安

金

確

實

と

な

っ
§

と
は
沄
ふ
ま
で
も
な
い
。(

G
e
orge H

.
.
T
，

Kimble, 

G
e
o
g
r
a
p
h
y in the Middle Ages. 

JL

o.ndon, 

1
9
300
.
 

jpp. 

221,
さ

.

參
照〕

斯
く
し
.てn 

a

ム
ブ
ス
に
續
い
：て

o

f ag
i

 

G
a
b
s
c

そ
の
他
多
數
の
探
險
家
が
健
續
と
北
•中
•南
米
を
訪
れ
、
.そ
の
海
岸
線
や 

内
陸
が
漸
次
明
か
’に
さ
れ
て
行
く
と
共
.
#、
.柬
方
へ
向
っ
て
は
プ
ロ
^
0
.
 

p

ヰ
s d

、A
n
d
r
a
d
a

そ
の
他
の
葡
萄
牙
人
が
一
六
世
紀
半
頃 

ま
で
に
支
那
及
び
.日
本
へ
到
達
し
て
居
る
。
.而
1>
,て
そ
の
以
.前
旣
に
_ー
 

五
ニ
ー 
.年
に
は
、M

a
u
l
s

 (

.又
はM

a
g
a
l
M
e
s
)

が
南
米
南 

端
か
ら
太
平
洋
を
橫
斷
し
て
比
律
賓
に
達
し
、
'
 :

事
實
上
世
界「

週
の
：可
能
.な
る
：を
立
證
し
た
。

そ
.の
後
約

-世
紀
の
..間

に

1

8 

B
a
r
e
n
t
s

の
北
極
探
險(

一
五
九
四—

一
五
九
六
年〕

.

Martin 

Frobischer, 

John Davis,-..Henry 

H
u
d
s
o
n

等
に
依
る「

北
西
航
路」 

探
險c

一
 

五
七
六—

一
六
一
六
年)

I

 

v

i

pそ
の
他
の
和
蘭
人
：に
依
る
瘰
洲
探
險
を
始
め
、
‘佌
界
各
地
に
重
要
な
縣
險
旅
行
が 

行
は
れ
た
o
: 

■

近
世
に
於
へ
け
る
西
泮
.地
：砰
學 

四

三

0七
八
.九)



近
世
に
於
け
る
西
作
地
埋
學 

因

四

(

七
.九
〇〕

凡
そ

l
o
Q
o年
間
に
.わ
た
る
中
世
の
金
時
代
を
通
じ
て
狭
い
範
圍
内
に
局
限
さ
れ
て
居
た
歐
洲
人
の
地
理
的
知
識
は
、
そ
の
ニ
〇 

〇
年
程
の
間
に一

擧
に
全
世
坭
に
及
ぶ
に
至
っ
た
。
勿
論
大
陸
^
部
や
兩
極
地
方
等
、
ま
だ
樑
險
の
及
ば
•.ぬ
地
方
は
多
く
淺
っ
て
居
る 

が
、
|0
:
掸
の
球
體
な
る
こ
と
或
は
少
く
と
も
赤
道
附
近
が
圓
筒
狀
を
な
せ
る
こ
と
が
實
證
さ
れ
、
熱
帶
に
人
_
棲
息
不
可
能
と
い
ふ
十
|-
1 

.代
中
世
の
娶
說
も
打
破
さ
れ
たo

世
界
の
水
陸
分
布
狀
態
の
如
き
も
、.
古
來
好
ん
で
思
辨
的
考
察
の
對
象
と
さ
れ
た
の
で
ぁ
る
が
、
今 

や
實
際
の
觀
察
.に
依
っ
て
大
略
こ

れ

を
知
り
得
る
に
至
っ
た
。

地
理
學
も
こ
W
間
に
長
足
の
進
步
を
遂
げ
た
0
そ
れ
は
先
づ
プ
ト
レ
マ
ィ
ォ
ス
の
地
理
學
I復
興
か
ら
始
ま
っ
た
。

一
五
世
紀
後
半 

か
.ら
一
六
世
紀
中
棄
ま
で
に
こ
の
古
典
の
話
釋
本
が
多
數
出
版
さ
れ
、
夫
々
そ
の
當
時
の
新
知
識
を
以
っ
て
補
足
さ
れ
て
居
た
。
と
れ 

等
と
並
ん
でMartin wald

s
e
e
l
l
l
e
r
(

凡
一
四
八
〇
丨j

五〗

一
一
年
頃)

のc
n
s
l
g
r
a
p
b
i
a
e

 introduction

一
 

五
'〇
四
年)

Petrus 

Apiarms (

叉

はwienewitz 

一
 

四
九
五
丨 | 

五
五
ニ
年)

の Liber cosmographicus (

一
 

五
一
一
四
年)Sebastian 

Miinster (

一
 

四 

八
九
丨
一
五
五
ニ
年

〕

の
0
0
旨
0
§̂

;
?5:
以universalis ( j

五
四
四
年
.

〕

等
の
重
要
な
著
作
が
現
れ
た
。
ザ
ァ
ル
ト
ゼ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
及 

び
ミ
ュ
.ン
ス
タ
ー
は
ス
ト
ラ
、ボ
ン
に
倣
つ
て
地
誌
的
記
述
を
主
と
し
、
ア
ピ
ア
ヌ
ス
は
ブ
ト
レ
マ
ィ
オ
ス
に
倣
つ
て
各
地
點
の
位
置
決 

定
に
重
き
を
置
い
た
。
殊
に
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
著
書
は
、
當
時
多
く
の
外
國
語
に
_
さ
れ
多
數
の
版
を
重
ね
た
。
然
し
そ
の
敍
述
'は
歐 

.洲
殊
に
獨
逸
に
就
い
て
特
に
詳
し
く
、
他
の
世
界
各
地
は
簡
單
に
取
扱
は
れ
て
居
る
。
海
上
諸
發
見
に
伴
ふ
新
し
い
知
識
は
、
こ
れ
等
學 

者
に
は
ま
だ
そ
れ
程
豐
富
で
は
な
か
っ
た
と
見
え
る
。
と
れ
は
當
時
の
，探
險
航
海
が
主
と
し
て
經
濟
的
乃
至
政
治
的
使
命
を
持
っ
て
居 

た
と
と
か
ら
も
肯
^

る̂
。
例
べ
ば
ヴ
ァ
ル

ト

ゼ

ー

ミ
ュ

ラ
ー

が
、
航
海
記
を
#
し
て
令
名
の
高
か
っ
たA
m
e
r
i
g
o

 

yespuc

D.f

一
 

四

五

一

丨T

五
ニ
一
年)

を
新
大
陸
の
發
見
者
と
し
て
そ
.の
名
を
新
大
陸
に
冠
す
べ
き
こ
と
.を
前
揭C

o
s
m
o
g
r
a
p
M
a
e

中
に
提
唱
し
た
如 

き
，、
1

0
に
ば
海
上
探
險
に
就
い
て
の
'正
確
詳
細
な
報
吿
.が
、數
多
く
現
れ
て
居
な
か
っ
た
爲
め
か
と
思
は
れ
る
。(

^
§
3
<
1

Kretsch- 

m
e
r
,

.

G.eschichte 

der Gecgraphie. 

Leipzig, 

19.23. 
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照)

然
し
乍
ら
こ
れ
等
の
著
者
が
古
典
復
興
と
共
に
常
に
新

知
識
ゼ
以
っ
-て
そ
れ
を
補
足
す
る
に
努
め
、
觀
察
乃
至
測
定
に
重
き
を
置
い
た
こ
と
は
、
確
か
に
中
世
の
影
響
か
ら
解
放
さ
れ
た
も
の
-
.
 

と
一K

ふ
べ
ぎ
で
あ
ら
う
。
地
理
'學
者
がL

e
o
nardo 

da vin
A

一
 

四
五
一
一

ー

一
五
一
九
年

)
Nicholas 

copernicus (

一
 

四
七
三
丨
一

.
 

五
四
三
年)

G
a
l
l
i
c

一
 

五
六
四
丨
ー
六
四
ニ
年〕

-等
の
大
科
學
者
を
輩
出
せ
し
め
た
自
然
科
學
界
の
風
潮
に
影
響
さ
れ
.た
こ

、
と

は

當

然 

で
あ
ら
う
.し
、
海
上
探
險
の
進
行
と
共
に
古
代
中
世
の
思
辨
的
な
地
理
學
の
缺
陷
を
益
.々
著
し
く
感
ず
る
に
至
っ
た
で
あ
ら
う
。
斯
く 

し
て
地
理
學
史
上
の
近
世
を
以
っ
て
、
海
上
探
險
時
代
に
始
ま
ぢ
と
す
る
.十
分
な
理
由
が
存
在
す
る
。 

.

然
し
乍
ら
前
述
の
如
く
海
上
探
險
の
目
的
が
主
と
し
て
經
濟
的
•政
治
的
方
面
に
あ
っ
た
が
故
に
、
そ
れ
等
に
依
っ
て
學
術
的
资
料
の 

窗
さ
办
る
こ
と
が
比
較
的
に
少
く
、
從
っ
て
地
理
學
の
進
步
は
む
し
ろ
緩
漫
で
あ
り
、
海
上
探
險
の
進
行
に
追
隨
し
得
な
か
っ
た
憾
み 

が
あ
る
。
.斯
く
し
て
そ
の
時
代
を
通
じ
て
ブ
ト
.レ
マ
ィ
オ
ス
註
釋
本
及
び
前
記
ア
ビ
ア
ヌ
ス
及
び
ミ
ユ
ン
ス
タ
ー
の
著
書
が
地
理
學
界 

を
風
靡
し
、
こ
れ
に
對
抗
す
る
重
要
な
著
作
の
現
れ
る
こ
と
な
く
し
て
一
七
佌
紀
申
^
に
及
ん
だ
。
而
し
て
こ
れ
等
二
人
を
始
め
多
數 

の
地
理
學
者
が
獨
逸
に
颦
出
し
、
地
理
學
の
中
心
は
今
.や
#
太
利
を
離
れ
た
觀
が
あ
る
。

地
圖
製
作
は
海
上
探
險
の
影
響
を
受
け
て
劃
期
的
進
步
を
見
た
。
1ヴ
ァ
ル
ト
ゼ
ー
ミ
ユ
ラ
ー
•
ミ
ユ
ン
ス
ク
ー
の
他
に
、
コ
ti
ム
ブ
ス
.
 

の
乘
船Santa M

a
r
i
a

號
の
所
有
者J

g
n

 d
e
l
a

 C
o
s
a

等
の
世
界
圖
は
、
ブ
ト
レ
マ
ィ
オ
ス
の
そ
れ
に
：*
礎
を
置
く
も
の
で
は
あ 

.
近
世
に
於
け
る
西
作
地
_
學
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S
ハ

(

セ
九
こ)

つ
た
•が
、
新
知
識
に
依
つ
‘て
修
正
を
加
へ
ら
れ
遙
か
に
精
密
な
.も
の
.で
あ
つ
た
0
例
へ
ば
ド
"
ラ
H
n
サ
の
世
界
圖(

一
五
〇
〇
〇
年) 

は
、n. 
ロ
ム
ブ
ス
の
第
一
•.航
海
•ガ
ボ
ッ
ト
の
加
奈
陀
探
險
•、ダ
》
ガ
マ
の
印
度
航
海
の
結
艰
を
收
戴
し
て
居
り
、
ヴ
ァ
ル
ト
ゼ
ー
ミ
ュ 

ラ
ー
の
そ
れ
.はC
一
 

五
〇
七
年〕

煎
細
蓝
と
新
大
陸
と
を
判
然
.分
離
せ
し
办
て
居
る
'最
初
の
世
界
圖
で
あ
つ
た
0
而
し
て
こ
の
頃
地
圖
製 

作
は
次
第
。
寧
門
的
職
業
と
尨
り
、
殊
に
一
一

.
ュ
ル
ン
べ
ル
ク
や
和
蘭
諸
都
市
に
多
數
の
業
者
が
繁
榮
し
た
。就
中
著
名
な
の
は
0
§

”ぎ
 

Mercator (

又
はGerhard. 

K
r
e
B
e
r

一
 

五
、
ニ 
丁
九
四
年)

で
、
彼
は
在
來
の
文
献
を
涉
亂
し
且
つ
ま
た
自
身
廣
汎
な
地
域
にj

且
つ 

て
族
行
を
な
し
、
始
め
て
ブ
ト
レ
マ
.ィ
オ
ス
の
影
響
を
脫
し
た
地
圖
を
作
つ
たo

.

一
 

五
.五
四
年
の
、歐
洲
圖
は
地
中
海
の
長
さ
を
從
來
、の 

地
圖
ょ
り
も
五
三
度
短
縮
し
、

一
五
六
九
年
.の
世
界
圖
は
航
海
用
に
最
適
の
所
謂「

メ
ル
方
ト
ー
ル
投
影
法」

の
下
に
作

ら

れ

て
吾
るo 

ま
た
當
時
始
め
て
地
圖
帖
が
出
版
さ
れ
る
や
5-
に
な
り
、
先
づ
メ
ル
カ
ト
ー
ル
の
友
人
A
-̂
'
a
b
a
m

 

Ortelius (
o
e
r
t
e
l

一
五I 

l
b丨 

.九
八
年〕

の
'
 T

h
eatrum t>rbis 

-

n
 (

一
 

五
七
〇
年)

が
現
れ
た
•
ま
た
メ
ル
カ
ト
ー
ル
の
諸
作
も
そ
の
.吣
罾
一
五
九
五
年
に
一 

册
の
.圖
帖
に
集
錄
さ
れ
、
.始
め
て「

ア
ト
ラ
ス
し
な
る
名
稱
の
下
に
出
版
さ
れ
た
*
オ
ル
テ
リ
ゥ
ス
の
.圖
帖
は
五
三
枚
の
銅
版
彫
刻
に
依 

る
地
圖
を
含
ん
で
居
た
が
、
メ
ル
カ
ト
ー
ル
圖
帖
は
そ
の
子
孫
の
作
品
に
依
.つ
て
補
足
さ
•れ
、
一

六

五

三

年

に

v
i
o
o
o 

(

一
 

五 

九
六
I

一‘六
六
四年

：}H

依
つ
て
出
版
さ
れ
た
時
.に
は
四
五
一
枚
の
地
圖
を
含
む
に
至
.つ
た
。
斯
く
の
如
き
地
圖
製
作
業
の
興
隆
に
對
し 

P

は
、
當
時
の
印
刷
術
進
步
の
貢
献
を
見
逃
す
ヒ
と
が
出
来
な
い
。
即
ち
從
來
は
手
寫
又
は
木
版
彫
刻
に
據
つ
て
居
た
の
だ
が
、
銅
版
，

彫

刻
I

I

る
I

誉

垂

|

|

_

|
な

I

f

。
，
. 

, 

. 

f

1
1
:

近
世
地
理
學
成
芷
の
準
備
時
代
：

'

P-

員

i
a

a
M

w
w

i
w

l
i

l
M

W
M

il
a

w
M

W

B
e

'-3
a
r
d
u
s

 .varenius :(

又
は 

B
e
m
h
a
r
d

 

V
aren 

一
 

六
ニ
ニ
丨
五
3
年
5 
の 

Geographia. 

generalis, 
in 

qua 

af&ctioncs 

g
i
r
a
l
i
s

 telluris.explicantur
2

六

五

〇

年

)

.

.
の

刊

行

か

ら

一

八
世
紀
末
に
至
る
約
一
五
〇
年
間
は、
‘近
世
地
理
學
成
立
期
へ
の 

準
備
が
各
方
面
の
華
々
し
い
.努
力
に
依
つ
て
進
め
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
？ 

r

先
づ
地
理
學
の
體
系
に
對
す
る
考
察
が
7

レ
ー
1
ウ
ス
に
依
つ
て
行
は
れ
た
。
彼
は
僅
か
二
八
歳
の
短
命
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
著
書
に 

於
い
て
博
く
古
代
中
世
に
わ
た
り
數
多
學
者
の
俯
說
を
涉
獵
す
る
と
共
に
、
最
新
の
資
料
に
基
い
て
と
れ
を
確
證
す
る
こ
と
に
努
力
し 

た
。
然
し
.特
に
重
要
.な
點
は
、

一

つ
の
學
問
と
し
て
の
地
理
學
の
體
系
づ
け
が
彼
に
依
つ
、て
始
め
て
行
は
れ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
即
ち 

彼
は
地
球
を
全
體
と
し
て
考
究
す
る「

一
般
地
理
攀j

と
、

一

地
域
に
於
け
る
諸
現
象
の
總
體
を
硏
究
し
描
寫
す
る「

特
殊
地
理
學」

と
を 

區
別
し
た
。

一
般
地
理
學
は
更
に
分
つ
て
絕
對
.
相
對
，
比
較
の
ー
ー
ー
部
と
さ
れ
る
。
絕
對
地
理
論
ば
地
球
の
形
體
•
大
い
さ
•
運
動
•
位
置• 

實
質
-
海
陸
分
布
•
山
岳
•
靡
林
と
-砂
漠
•
水
界
と
氣
界
等
を
取
扱
ひ
.、
相
對
地
理
論
は
緯
度
•
氣
猶
帶
•
各
地
間
の
時
間
の
差
及
び
一
日
の 

長
さ
の
差
な
ど
、
.天
體
と
の
.關
聯
に
於
げ
る
地
球
上
の
諸
事
實
を
論
じ
、
•
比
較
地
理
論
は
各
地
域
を
比
較
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
諸
事 

項
を
考
察
す
る
。
但
し
こ
X
で
實
際
に
取
扱
，は
れ
た
の
は
、
經
度
.•各
地
間
の
距
離
•
航
海
で
あ
つ
た
。
ま
た
特
殊
地
理
學
は
土
地
に
關 

す
る
部
分
即
ち
位
置
•
輪
廓
•
境
报
•
山
岳
e
鑛
物
•
森
林
及
び
砂
漠
•永
•
土
地
の
肥
瘦
と
作
物
•
動
物
等
を
取
扱
ふ
も
の
と
、
天
體
に
關
す 

る
部
分
郡
ち
そ
の
地
方
の
上
空
に
於
け
る
天
體
と
そ
の
運
動
»;
氣
候
を
取
极
ふ
部
分
と
、
人
間
に
^
.
す
る
部
分
即
ち
住
民
の
身
體
的
特 

徵
•
風
俗
•
言
語
•
政
治
•
宗
敎
•
歷
史
等
を
取
扱
冬
部
分
と
か
ら
な
る
0
地
理
學
が
取
扱
ふ
諸
事
項
を
天
地
人
三
方
面
.に
分
つ
と
と
は
即 

ち
.ヮ
レ
ム
ウ
ス
に
始
ま
つ
た
。
但
し
彼
は
/
0め
，人
間
に
關
す
る
部
分
を
：

「

斯
學
に
屬
せ
し
め
る
こ
と
.は
適
切
な
ら
ざ
.る
が
如
く
で
は
あ 

.
赶

世

に

於

’
け

る

西

幣

地

理

學
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近
世
に
於
け
る
西
洋
地
理
學 

‘四

八

c

七
九
四〕

る
が
、
尙
從
來
の
憤
は
し
に
ょ
り
、
且
っ
讀
者
の
案
内
に
も
な
る
こ
と
故」(

岩
波
講
座
地
理
學
、
小
野
鐵1

一、
西
洋
地
理
學
史
、一

A 

頁〕

こ
れ
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
に
從
ベ
ば
地
理
學
は
地
球
の
形
狀
•大
い
さ
•運
動
な
ど
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
り
、各
地
居
住
民
に 

關
す
る
諸
事
實
の
如
き
は
、
本
來
斯
學
の
領
域
に
屬
せ
ざ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
。
斯
く
し
て
彼
の
一
般
地
理
學
は
、.

眞
に
地
理
學
に 

非
ず
し
て
.一
般
地
學
尨
り
と
す
る
見
解
も
生
ず
る
の
で
あ
る
が(Alfred 

ffiettner. 
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W
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 t
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M
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d
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1927. 
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そ
れ
に
も
拘
ら
ず
彼
が
斯
か
る
體
系
を
地
理
學
に
與
へ
た
こ
と
は
、
 

地
理
學
史
上1

時
期
を
劃
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
體
系
づ
け
は
、
.

Isaac 

N
e
w
t
o
n

が
ケ
ム
ブ
リ
ッ
デ
大
學
の
學
生
の
爲
め
に
彼
の 

書

を一

六
七
ニ
年
に
複
刻
し
て
以
來
約
ー
〇
.0
苹
間
、
.英

國

，
佛

蘭

西
*和
蘭
等
の
地
.理
學
者
の
踏
襲
す
る
と
こ
ち
と
な
つ
た
"

ヮ
レ

.一一.ウ
ス
.の
功
績
は
こ
れ
に
止
ま
ら
な
か
つ
た
。
彼
は
元
來
ア

リ

ス
ト
テ
レ
ス
及
び
ブ
ト
レ
マ
ィ
オ
ス
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ 

っ
た
が
、
し
か
も
彼
は
ブ
ト
レ
マ
ィ
_ォ
ス
流
の
量
的
測
定
か
ら
更
に
進
ん
で
質
的
觀
察
及
び
.諸
現
象
の
成
因
の
考
察
を
行
っ
た
。
諸
種 

の
.自
然
現
象
の
觀
察
と
共
に
、
常
に
，そ
れ
等
の
成
因
が
、
彼
の
豊
富
な
科
學
的
知
識
，に
基
き
、
神
學
的
見
地
を
全
く
離
れ
て
厳
正
な
學 

問
的
見
地
か
ら
考
察
さ
れ
た
。
そ
の
結
艰
と
し
て
彼
の
地
理
學
は
、
そ
の
後
一
〇
〇
餘
年
に
わ
た
っ
て
海
洋
學
•
氣
象
學
•
地
形
學
等 

の
蓝
礎
と
な
り
、
彼
は
自
然
地
理
學(

p

trysische G
e
o
g
r
a
p
h
i
e
)

の
建
設
者
と
稱
せ
ら
る
、
に
至
つ
た
。.

(
H
e
r
m
a
n
n

 

Wagner, 

Allgemeine Erdkunde. 

II. 

A
u
f
a
g
e
.

 

I. 

Teil. 

H
s
o
v
e
r

 

1
9
300
. S. 

3
1
)

他
方
に
於
い
て
地
理
學
理
論
の
基
礎
と
な
り
或
は
硏
究
調
査
の
手
段
と
な
る
諸
學
術
は
、
、
こ
の
時
代
に
多
數
學
者
の
努
力
に
依
つ
て 

著

し

き進
步
を
遂
げ
た
。

即

ち

d
s
f
t
p
a
r
t
w 

(

一
 
五
九
六
丨

六
五
〇
年)
肖

P
a
s
c
a
l
(

一
一
ハ
ー
一
一
一
丁
ー
ハ
一

ー
ギ〉

w
i
o
.

■詈

giiaBmuikvijy—
Bw
l
w
w
w
l
a
l
m
g

N
e
w
t
o
n
.
(

ー
六
!5

ニ

丄

七

五

一

一

年

〕

0

0

莩

ぎ 

W
i
l
h
e
l
m

 

Freiherr 

v
o
n

 

Leibnitz (

一
.
六

四

六
I

 

一
 
.
七 J 

六
年〕

等
の g

 
與
* 

輩
出
し
て
、
物
理
學
•
馨

•
天
文
學
等
の
諸
方
面
t

最
も
极
本
的
な
る
貢
献
を
な
す
と
共
に
、
天
文
學
に
於
い
て
はE

d
m
o
n
d

 

H
a
i
l
e
y

 ( j

六
五
六
丄
七
四
ニ
年)

が
あ
り
、
地
質
學
に
於
て
は
そ
の
始
祖
と
稱
せ
ら
る.Nicholas 

Steno ( 

j

六
兰
八
丨
入
六
戸
ノ 

J
o
i
m

 

.
w
c
f

 ai;d (

一
 

六
六
五
I
一
 

七
一
一
八
.年〕

W
i
l
l
i
a
m

 

w
h
f
n

 

(

，一
 

六
七
七
丨
一
七
五
：ニ
ハ
牛

)

動

植

物

學

に

於

い

て

は
J
o
h
n

 

w
a
y

 (

.一
 

六
.二
八
I 1

七
〇
五

年)
Joseph 

Pitton 

d
e 

Tcu
r
n
e
f
o
r
t

 (

.一
 

六
五
六—

一
七
〇

八
年

〕
R
e
n
6

 

A
n
t
o
i
n
e

 

p

l

l
 de 

R

货i
u
l
:

2

六
八
三
丄
七
五
七
年〕

C
a
r
l
L
i
l

2

七
〇
七
丨
七
八
年)

J
o
h
a
n
n

 

G
e
o
r
g

 

G
i

n

 

(

'一
 

七
〇
九
I
五
五
年〕 

が
あ
り
、
吏
に
氣
象
學
者
と
し
て
ま
た
溫
度
計
の
完
成
者
と
し
て
著
名
な
るG

a
s
e
l

 

d
l
l Fahrenheit 

.

(

一
 

六
八
ー
、
丄

b
三
六 

年)

氣
腋
と
溫
度
•
高
度
の
關
係
を
明
か
に
し
た

E
d
m
$

 

Mariotte(

凡
一
六
ニ
〇

—

八
四
年) R

o
bert 

B
o
y
l
e
r

一
 
六

ニ

七

丨

，
九

一年〕

等

 

が
あ
つ
た
。
從
つ
て
ま
た
測
地
學
•

_
術
も
著
し
く
進
步
し
、
極
め
S

確
な
地
圖
％
作
製
さ
れ
る
に
至
つ
た
。g

に
佛
蘭
西
戈 

て

は

謹

の

保

護

獎

勵

の

下

にG
i
o
v
a
n
n
i

 

D
e
m
l
o

 

Cassini (

一
 
六

ニ

五—

一

七

三

年〕
v
a
n

 

Picard (

不
詳
} N

i
c
l

 

S
i
o
n

 ( J

六
〇
〇
丄
ハ
七
年)

o

i

l
 Dellsle ( 

j

六
七
五
丨
1
‘七
一
一
六
年〕

f
 

w

f
砮

.B
o
u
r
g
u
f

 o
n

 

h

A

n

l 

(
一

六
九
七
丨一

七
八一

一
年)

c

l
 F

r
f

 is 

c
l
a (

.一
 

七
一
四—

八
四
年)

等
が
、
三
角
測
量
法
•
天
體
觀
測
に
依
る
經
緯
度
測 

定
法
•水
準
測
量
法
等
に
依
つ
て
、
或
は
佛
蘭
西
國
杓
の
正
確
な
地
圖
を
作
り
、或
は
遠

く

ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド

•南

米

•
レ

ヴ

ァ
ン
ト
也
i方
等
 

に
觀
汝
旅
行
を
行
つ
て
地
球
の
眞
の
形
體
や
各
地
の
正
確
な
經
緯
度
を
明
か
に
し
、
更
に
或
は
優
秀
な
世
^
地
圖
や
各
國

地

圖

を
作
製 

し
た
と
れ
等
の
地
圖
は
前
世
紀
に
和
蘭
g
中
心
と
し
て
繁

昌

し

た

メ

ル

カ

ト
ー
ル

そ

の

他

の

地

圖

製
作
業
者
の
.そ

'
に
比
し
て
、
全 

近
世
に
於
け
I

洋
.雄
s
 

E

九

C

七
ん
五〕
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近
世
に
於
け
义
西
洋
她
理
學 

五
o 

.
(

七
九
六〕

| 

く
面
目
を
一
新
す
る
も
の
で
ぁ
っ
た
o
'前
者
は
む
し
ろ
美
術
的
商
品
と
し
て
製
作
販
賣
さ
れ
多
く
の
不
正
確
さ
を

含
む
で
居
た
の
に
對

I 

.
 

•

I 

し
、
後
者
は
嚴
格
に
斯
か
る
不
正
確
さ
の一

切
を
排
除
し
、
最
新
の
測
量
技
術
に
菡
い
て
製
作
さ
れ
し
か
も
そ
の
目
的
は
販
賣
の
爲
め

! 

%

 

0

I 

.で
な
か
っ
た
。

一
 

.斯
か
る
篆
異
は
ま
た
探
險
旅
行
の
上
に
も
見
ら
れ
た
。
即
ち
こ
の
時
代
の
探
險
旅
行
の
ぅ
ち
に
は
、
科
學
的
調
查
を
行
ふ
も
の
が
多

* 

\

く
現
れ
る
に
至
っ
た
。
勿

論Robert Covelier de L
a

 

Salle (

一
 

一

ハ
四
三
丨
八
七
年)

の
北
米
探
險C

一
 

六
七
九
丨
八
七
年)

の
如
き 

政
治
的
目
的
に
出
づ
る
も
の
は
多
か
っ
た
が
、
他

方<
itus 

E
e
h
r
i
n
g
r
(

一
 

六
八
〇
丨
一
七
四
.一
年)

の
二
回
に
わ
た
る
探
險
旅
行
、博 

物
學
者
グ
メ
リ
ン
-•
大
.文

學

者

oelisle de la c
r
oua^

e

及
び
歷
史
•家Gerhard Friedrich 

Miiller (

一
 

七
〇
五—

八
三
年〕

等 

に
依
る
シ
べ
.リ
ア
調
査
旅
行(

一
七
四
〇
年
前
後〕

L
a

 

c
o
n
d
a
m

s-e

の
ペ
ル
ー
へ
の
觀
測
旅
行
と
ア
マ
ゾ
ン
探
險(

一
七
一
一
ー
/<
|
四
三 

f
O

等
■の
如
き
、

科
學
的
調
査
を
主
と
す
る
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
。

こ
れ
等
の
探
險
は
い
づ
れ
も
詳
細
な
記
錄
を
殘
し
た
こ
と
は
云
.

ふ
ま
で
も
な
い
。
例
へ
ば
右
の
シ
ベ
リ
ア
探
險
の
收
穫
と
し
て
、
シ
.べ
リ
ア
の
全
貌
を
示
す
正
確
な
地
圖
が
露
西
：迎
帝
國
學
士
院
か
ら 

出
版(

I

七
.四
五
年〕

さ
.れ
た
し
、
ミ
：
ラ
ー
の
大
著「

シ
ベ
リ
ア
帝
國
及
び
國
内
事
件
記」(

一
七
五O

年)

グ
メ
リ
ン
の
旅
行
記(

一

七
.

五

一

丄1

年〕

及
：び
そ
の
蒐
集
資
料
に
依
るFlora 

Sibiiiae .(
一

七
四
.七
年)

ベーリングに隨行したの視察記

(
j

七
 

七

四

.
¥
蹲

が

現

れ

た

。

.
C
V

ル
ト
リ
ド
著
外
潴
将
調
査
部
譯「

歐
洲
殊
に
.露
西
蓝
に
於
け
る
東
洋
研
究
史」

昭
和
，一
一
一
年
刊
、
四
〇
三
I
 

八
頁
參
照〕

ぺ 

.

，
然
し
乍
ら
こ
れ
等
探
險
旅
行
も
重
い
國
家
的
使
‘命
を
荷
ふ
も
の
で
ぁ
っ
た
。
即
ち
こ
れ
等
は
各
國
の
領
土
擴
張
.
•
植
民
地
開
發
等
の

_

!

!

I

\

I

政
策
遂
f
に
寄
與
ず
し
め
ら
れ
た
の
で
.あ
っ
て
、

HI
T
揭
の
.シ
ベ
リ
ア
探
險
が
ピ
芦
丨

ト
ル
大
帝
及
び
エ
力
.テ
ダ
ナ
女
帝
の
命
の
下
に

 
一
了

ト

れ

た

き

.
佛
蘭
r
に
於
け
る
多
く
の
地
理
學
的
硏
究
が
.王
^
の
保
護
下
に
.あ
るA

C

to-c'6m,ie 

Franf

B.se 

(

一
 

六

三

五

年

創

」

/
-
、

1

六
六
六
年
に
>
n
p
l

 ̂

des.sciences

と
し
て
公
認
さ
る
.

)

に
依
っ
て
行
は
れ
た
が
如
き
、ま
さ
に
こ
の
事
實
を
物
語
る
。
前
記
の

ラ=

コ
ン
ダ
ミX

の
觀
測
旅
行
も
、
ァ
ヵ
デ
ミ
丨
か
ち
ラ
ッ
.ブ
ラ
ン
ド
と
べ
ル
！

へ
多
數
の
學
者
が
派
遣
さ
れ
、數
ヶ
年
に
わ
た
る
觀

淠

.の

結

艰

地

球

の

短

制

回

轉

楕

圓

體

な

る
こ
と
が
.雜II

さ
れ
.た
際
そ
の
一
員
と
し
て
の
旅
行
だ

っ
た
.の
で
あ
る
。
英
國
で
は
ニ
ハ
ー

六

年

頃

ヂ
r

ム
ズ
一
世
が
計
畫
し
て.實
現
し
な
か
っ.た
が
、
一
六
六
ニ
年
チ
ャ
ー

ル

ズ
二
世
の
下
に
I

 

i

s

 

r

l

か
公
認
さ
れ
、露
西
跑
で
は
ピ
»
丨
ト
ル
大
帝
の
針
畫
を
承
繼
し
たH

力
テ
リ
ナ
女
帝
の
下
に
帝
國
學
士
院
が
生
れ
た
。(j

七
一
一
五
年
ノ

斯
く
めH

G
S

時Q

最

議

は

、

一
方
に
於
W

學
術Q

振
興
を
は
か
る
と
共
に
他
迄
於
い
て
は
、
英
國
•
菌

及

猛

蘭

馨

の

東
印
度
會
社
の
如
き
强
大
な
る
組
織
を
以
っ
て
.通
商
•探
險
等
に
從
事
せ
し
め
、
更
に
ラ
：

=

サ
I
ル
の
如
き
個
人
的
探
險
に
大
な
る
援
切

を
行
ふ
等
の
方
法
に
依
っV

、

激

烈

な

讓

的

■

に
打
勝
ち
國
ヵQ

隆
昌
を
は
.
き̂

と

し

た

。
斯
く
し
て
地
■

は
一
.方
こ
於
へ

て
と
れ
等
國
家
活
動
に
貢
献
せ
し
め
ら
れ
る
と
共
に
、
他
方
に
於
い
て
一
般
學
術
獎
勵
及
び
探
險
旅
行
の
獎
勵
に
依
っ
て
、
國
家
活
動 

か
ら
二
重
の
刺
戟
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

•

.

ヮ
.レ」i

ゥ
ス
の
死
後
几
一
〇
〇
年
を
隔
て
、
こ

•の
時
期
に
於
け
る
最
も
馨
な
地
理
學
理
論
がI

m
m
a
l

 K
a
n
t
(

一
 

七
.一
一
四
I【 

7\
〇
四
年〕

に
依
つ
て
提
示
さ
れ
た
の
は
右
の
如
き
時
代
を
背
景
と
し
て
^
あ
っ
た
。
力
.ン
.ト
は
一
七

五

七

年

以

降

一一
〇

年

間

ヶ

ー

.
一
一 

巧
•
<ル
：ク
大
導
に
於〉

て
自
然
她
现
學
を
藿
し
た
が
、(

彼
は
先
づ
地
理
學
.を
次
2
ハ
分
科
に
分
け
た0
即

ち

裊

地

■
•

數
理

.
近

世

に於
け
I

洋
地
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近
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に
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分
る
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:洋

地
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五
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(

七
i
八〕

.

地
理
學
•
道
德
地
..理
學
•
政
治
•
地
.现
學
•
商
業
地
理
學
*
宗
敎
地
理
學
.で
あ
’る
。
自
然
地
’理
學
は
自
然
界
の
：耍
約
を
行
ふ
も
の
で
、
歷
史
學 

の
載
礎
た
名
の
.み
な
ら
ず
總
べ
て
■の
可
能
な
る
地
理
學
分
科
の
基
礎
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
地
球
と
そ
れ
に
屬
す
る
■ j

切
の
も
の
即
ち
水• 

空
氣
•
土
地
を
.取
极
ふ
ー
.般

部

！
：
と

、
人

間

，
動

植

物

-
鑛
物
等
の
地
球
.の
坐
虛
物
を
扱
ふ
特
殊
部
|
:と
か
ら
成
る
。
數
理
地
理
學
は
地
球 

の
形
盤
•
容
積
•
運
動
並
び
花
太
陽
系
に
於
け
る
そ
の
他
置
を
取
扱
ひ
、
道
德
她
理
學
は
地
方
の
相
違
に
從
っ
て
居
住
民
の
風
習
•
性
格 

の
榈
違
す
る
事
實
を
、
政
治
地
.理
學
は
自
然
の
相
違
に
從
っ
て
政
治
上
の
相
違
あ
る
事
實
を
取
扱
ひ
、商
業
地
理
學
は
各
國
各
地
の
生
産 

物
過
不
足
が
何
故
に
ま
た
何
處
か
ら
生
ず
る
か
5:
-
取
扱
ひ
、宗
敎
地
理
學
.は
土
.地
の
相
違
に
伴
.ふ
宗
敎
上
.の
相
違
を
取
扱
ふ
と
な
し
た
。 

(
I
m
m
a
n
u
e
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Kant, 

p

,trysische Geographie. 

Zweite 
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g
e
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Hrsg. v
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G
e
d
a
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Leipzig 

1905- 

s. 16-7. 

4
0
.

參

照〕

カ
ン
ト
は
地
理
學
を
以
っ
て
、
希
11
1
語
の
語
源
を
そ
の
儘
に
地
の
記
述
を
な
す
も
の
と
考
ヘ
、
歷
史
が
時
間
的
秩
序
に
從
ふ
記
述 

で
あ
る
に
對
し
て
、
こ
れ
は
空
間
的
，，秩
序
に
依
る
記
述
で
あ
り
、
、こ
れ
等
兩
者
と
人
類
學
と
に
依
つ
£

3

の
世
界
認
識
を
完
か
ら
し 

め
る
と
說
い
た
0.
G
r̂
p:
.
, S. 

6
-
1
6

•
參
照)

こ
れ
は
即
ち
地
理
學
の
學
問
領
域
を
明
か
に
し
、
し
か
も
ヮ
レ
-

L

ウ
ス
ょ
り
遙
か
に
進
ん 

だ
見
解
を
示
し
た
も
の
と
一K

4

ベ
.く
、
ヮ
レ
ー
ー
ウ
ス
：の
地
理
學
は
禀
實
上
地
學
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
樹
し
て
、
カ
ン
ト
の
地
理
學
は 

上
述
の
如
く
社
會
現
象
を
取
扱
ふ
諸
分
科
を
含
む
で
居
る
。
し
か
も
右
.の
六
分
科
の
ぅ
ち
當
時
ま
で
に
著
し
き
發
達
を
遂
げ
た
の
は
自 

然
地
理
學
及
び
數
理
地
理
攀
の
二
分
科
の
み
で
あ
っ
た
の
だ
か
.ら
、
こ
れ
等
諸
分
科
を
認
め
た
こ
と
も
力
ン
ト
の
重
要
な
功
績
と
云
、っ 

•て
宜

い

。
.恐
ら
く
當
時
ま
で
の
人
類
學
•
動
植
物
學
の
進
歩
と
通
商
•
探
險
旅
行
等
.に
依
る
各
國
の
政
治
及
び
經
濟
事
愦
.の
判
明
と
が
、 

衢
學
な
カ
ン
ト
.に
依
っ
て
綜
合
さ
れ
た
成
梁
で
あ
ら
ぅ
。
殊
に
商
業
地
理
學
な
る
分
科
を
認
め
た
こ
と
は
、
ま
さ
.に
マ
ー
カ
ン
テ
ィ
リ

T f " -  ニ
1

1

1

1
 
養為

薄

i

l

i

l

i

l

f

Iズ

A Q

時
代
を
反
映
せ
る
>̂
-
の
と
去
ふ
.べ
き
.で
あ
る
.。
ご
.の
他
の
力

ン
ト
は
、

.

>
t:
.̂
§
e
B*
e ..Npurg-eschichte u

n
d

 

T
h
‘elorie des 

.一'
cv
五
五
年〕

そ
の
他
の
著
述
を
通
t
v
>地
理
學
の
.進
歩
に
•貢
献
•す
る
と
こ
ろ
..も
大
き
か
つ
た
。
.

へ
斯
く
.の
.如
く
力
ン
ト
に
依
つ
て
.地
理
學
の
領
域
が
明
確
に
規
定
さ
れ
た
が
、他
方
.に
於
い
て
地
理
，學
の
實
質
.を
權
成
す
る
諸
硏
究
も
、
 

ヮ
レ
-一
ゥ
ス
以
後
ニ
〇
〇
年
問
の
..睁
期
に
於
げ
る
盛
況
.を
凌
ぐ
收
獲
が
齋
さ
.れ
た
。
唯
數
理
及
び
自
然
地
理
學
概
論
に
於
.'い
.て
著
し
き 

進
步
を
見
ず
、
最
も
重
要
な
和
蘭
人 

Jan Lulofs 

の 

Inleidlnge tot eene Btuur-en wiskundige beschouwing des 

a
a
rPN
-
 

k
l
o
o
t
A
f

 
七
五
〇
年 

Anleitun 
吋 

s
cu
e
r 
日 athmatischen und 

physischen 

E
r
k
s
n
t
n
i
s
’ der E

r
d
k
u
g
e
l

と
し
て 

一
 

b 
五
五 uL 

に
獨
譯
香
る〕

も
ヮ
レ
一1,

ゥ
K
m
依
#
す
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
.地
誌
の
方
面
に
於
い
て
は
>
d
t
o
n
. 

Friedrich 

Biisching

2

七
ニ 

四
丨
九
三
华)

の
：Ne

u
e
w
r
d
b

 
は
、c
n
a
b
u
a 

的(

一
七
五
四
年)

Johann 

Chr. 

Gatterer 

の Abriss der 

G
e
o
g
r
a
p
h
i
e

、
一
 

b
b 五 

.年)

等

の

瞥

す

.べ
き
#
作
が
現
れ
た
。
：ビ.w
.ッ
：.シ
シ
.ク
は
從
來
の
，
一
般
地
誌
著
述
に
於
け
る
憤
行
で
あ

.つ
た
先
人
の
著
.書
：に
の
み
依 

猶
す
る
方
法
を
止
^
て
、
地
'理
的
及
び
統
計
的
資
料
に
蕾
各
國
の
地
誌
墓
述
し
、
地
.誌
な
.る
も
の
に
.新
し
い
生
命
を
與
へ
た
の
で
、
 

そ

0
後

.
1
:七
八
<
牢
ま
で
’に
八
版
を
童
.ね
.た
し
*
そ
の
以
後
一
九
世
紀
前
半
に
至
る
ま
で
多
く
の
..地
誌

的

著

述

の

，
手

.本
と
も
な
.つ
た
o 

ガ
ッ
テ
ラ1:

の
地
誌
は
ま
：た.山
岳
•.河
.川
等
の
詳
細
な
觀
察
を
含
み
、
'
 
從
來
の
如
ぐ
國
墻
.を
：以
.つ
て
地
域
的
限
界
と
せ
ず
に
、
.山
.
•
河 

.

川
等
に
境
^
ら
る
V
自
然
的
地
域
を
地
理
的
統f

體
.と
.し
て
B
M
し
た
：點
に
於
い
て.、，■や
は
り
地
誌
の
進
歩
に
一
時
期
を
.
_
す
る
も
の 

パ
で
.
つ̂
た
0
更
に
地
質
學
の
方
茴
汽
於
い
て
は
、•
獨
逸
地
質
敷
•の
祖
と
稱
せ
.ら
る
.>b

r
a
h
a
m

 ..Gottlob 

w
e
s
e
r
c
.
j
.

七
五
0
丨
/一
 

八 

,-'
一
 
セ
年〕

及
び
そ
.の
耑
右
水
成
論
.に
對
し
セ
容
右
火
成
論
を
臌
て
：、
：論
爭
し
た
，

>
日
€
5 Hutton.(

一

七
.

H

六
I
九
七
年〕

が
あ
り
、
動
、
 

;近
脾
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近
世
.に
於
け
■る
.西
洋
.地
理
學
 

五
四
：

(

A'
Q
O)

植
物
地
规
の
方
面
.に
於
：い
そ
，ば
、
.啼
乳
動
物
の
世
界
分
布
輿
.
.
1
,
七
セ
七
年〕

及
び
6

2

1

^

1

3

&

6

0'
€
江̂
纪
9
^
^

.

, 

七
七
八
彳
八
三
年
1

〕

等
^
著
し
て
動
物
地
理
學
の
裁
礎
を
固
め
..た

«
*
>
,
\
^
‘
'

妇
1
1
1
8
6
3
:
1
1
1
2

目

が

.あ
る
。
ま
た
地
貧
學
及
び
動
植
物
地(

理
..の
雨
方
面
^
活
腿
し
た
人
.̂
:と
し
て
、」G

e
orge .

L
O
&
.

 xeclerc..w
uffon 

.

(

.一
 
七
〇
七
丨
八
八
年)

Peter .Simon,. Pallas. ( I.

七
.

四

一

彳
ー
八
一
：
一
：年

)
.

George 

M
a
c
D
o
n
a
l
d
'
H
o

日e.Playfair

等
を
擧
げ
る
と
と
が
出
來
や
ぅ
o
ビ 
'ュ
ッ
フ
ォ
ン
は
植
物
地
理
學
者 

で
あ
各
と
同
時
に
.地
層
の
調
査
硏
究
を
行
ひ
.、
.そ
の
，E

p
o
q
i

 de la nature (

.一
七
七
A
年5

に
於
い
て
、
.大
地
の
歷
史
に
對
す
る 

.
最
初
の
試
み
を
行
つ
：た
。
パ
ラ
.ス
も
露
西
：他•中
央
！

Si

細
蓝
に
旅
行
し
.て
植
物
及
び.地
質
.に
關
す
る
重
要
な
調
査
.を
な
し
、
ブ
レ
ー
フ
ュ 

ア
^
支
那
.の
植
物
に
就
い
て
貴
重
な
'る
硏
究
を
な
す
と
共
に
、
地
質
學
に
於
い
て
も
.
-

Illustrations 

t
?

 the .suttonian theory, of 

the earth (

一.八
〇
ニ
年)

を
著
し
た
。 

V
 

.次
に
と
..の
時
期
の
最
も
.主
要
な
.る
探
險
旅
行
と
し
て
.は
.

James 

C
o
o
k

 (

，
ー
 

七
二
八
丨
七
九
年)

の
三
回
に
わ
た
る
世
界j

周
航
海 

,C
1

七
六
.九
丨
七
一
平
、.セ
ニ
ー
五
苹
、
七
六
丨
九
年
}を
擧
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
：第
一
一
回
航
海
に
は
獨
逸
人

J
o
h
a
g

 R
e

s-hcld 

一

>J
§
t
e
r及
び
そ
の
子G

e
o
r
g

が
同
行
し
、
.地
理
學
的
價
値
の
高
い
旅
行
記
を
生
ん
だ
點
で
重
要
で
あ
る
。
即
ち
フ
ォ
ル
シ
ュ
ク
ー
父

子
の
旅
待
記
は
科
學
的
な
.記
述
に
滿
ち
て
居
り
、
し
か
も
前
述
の
ダ
メ
リ
シ
•デ
リ
ー
:ユ
•
ミ
ュ
ラ
ー
*ラ
H
コ

ン
ダ
ミ
.ン
•ビ
テ

ッ
フォ 

ン
等
の
調
査
が
、
夫
々
動
植
物
學
•
天
文
學
•歷
史
•测
地
學
•地
質
學
•考
古
學
等
の
領
域
に
麗
し
た
の
.と
異
な
り
、
博
く
諸
方
.面
に
わ
た

つ
て
各
地
域
の
特
殊
事
情
を
叙
述
す
る
に
.努
め
た
の
で
.あ
る
。

パ
ラ
ス
及
び
後
述
の
一
て
ー
ブ

ー

ル

.も
、
夫
々
.地
質
學
•動
植
物
學*

考
十
：

I

,
 

.

學
方
面
の
調
査
報
告
と
共
に
、
•フ
ォ
ル
.シ
ュ
ク
ー
と
同
樣
な
觀
察
を
行
つ
て
は
居
る
が
、
.旅
行
地
汝
フ
ォ
ル
シ
‘ュ
タ
ー
に
比
し
て
遙
か'

に
限
ら
れ
て
居
た
。
ま
た
ア
フ
リ
ヵ
に
於
け
るM

u
n
g
o

 ‘p
a
r
k
(

一
 
七
七

一丨
一
八
〇
六
年)

ア
ラ
ビ
ア
に
於
け
る
o
肖^

e
n

 

Niebuhr 

の
探
險
も
、
共
に
地
理
的
知
識
の
獷
大
に
重
要
な
貢
献
を
な
し
'
殊
に
後
者
のDescriptionof Arabia (

一
 

七
七
一
一
平)
は
，
同
地 

方
の
考
杏
學
的
調
査
を
含
み
極
め
て
貴
重
な
る
研
究
資
料
と
な
っ
た
。

:

最
後
に
、
こ
の
準
備
期
に
就
い
て
見
落
す
こ
と
の
出
來
ぬ
事
實
は
、Montesquieu (Charles Louis 

& Secondat, 

Baron de la 

B
r
M
e

 et 

de M
c
m
t
e
s
q
u
i
e
u

一.六
八
九
丨
一
七
五
.五
年〕

J

&

P
目

Gottfried von 

Herder ( |

七
四
四
丨
一
八
〇
三
年)

等
に
依 

っ
て
、
自
然
環
境
と
人
間
生
活
と
の
關
聯
が
系
統
的
に
考
察
さ
れ
、
當
時
の
啓
蒙
思
想
のj

翼
と
し
て
犬
な
る
影
響
を
思
想
界
に
興
へ 

た
こ
と
で
あ
る
。
モ
ン
.テ

ス

キ

ュ
ー
は

o
e l

nrsprit 

des 

I
 (

一
 

七
四
八
年〕

に
氣
候
そ
の
他
の
自
然
的
條
件
が
社
會
制
度
を
規
定 

す
る
關
係
を
論
じ
、
ベ
ル
グ
ー
は
そ
の 

Jp-
e
s
 zur 

Philosophie der Geschichte der Menschheit (

一
 

七
八
四
I
九 
一
^)

に
 ̂

い
て
、
人
類
.の
歷
史
的
過
程
が
自
然
的
條
件
に
於
っ
て
規
定
さ
れ
る
關
係
を
論
じ
た
が
、
斯
か
る
思
想
の
萠
芽
は
古
代
に
こ
れ
を
求
め 

る
こ
と
が
出
來
る
し
、
地
理
學
I
の
間
に
在
つ
て
は
殊
に
ス
ト
ラ
ボ
ン
に
於
い
.て
顯
著
セ
あ
っ
た
。

(

本
誌
、
昭
和
十
四
年
九
月
號
所 

載
の
拙
稿
、
四
九
頁
參
照〕

然
る
に
こ
の
思
想
は
地
理
學
者
に
依
っ
て
、
發
表
せ
し
め
ら
れ
ぬ
以
前
に
、
社
會
理
論
家
•歴
史
理
論
家
の■ 

手
に
依
つ
て
發
展
を
見
る
に
至
つ
た
。
旣
に
一
六
世
紀
に
^
. 

J

i 

Bodin (

凡

一.

五
三
0

1
九
六
年〕

の

Six livres de la r6p§
l 

ique (
一

五
七
七年

；}

に
於
い
て
國
家
理
論
と
し
て
展
開
さ
れ
て
居
•た
が
*
彼
の
理
論
は
ポ
リ
ビ
オ
ス
•ス
ト
ラ
ボ

ン
等
か
ら
出
發
し
た 

の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
こ
の
思
想
が
啓
蒙
時
代
の
最
盛
期
に
於
い
て
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
•ボ

ー

グ
ン
等
の
有
力
な̂

，

者

を

見

出

す

に
 

及
び
、
逆
に
地
理
學
理
論
に
重
大
な
影
響
を
興
へ
る
に
至
っ
■た
。
若
し
ヵ
ン
ト
に
し
て
社
會
現
象
に
關
す
る
地
理
學
分
科
の
研
究
を
行 

.近
世
に
於
け
る
西
洋
地
理
學 

.

五

S

•
(
A
P
I
)



近
世
に

於
け
る
西
洋
地
理
學 

K
六

(

八
び
コ)

ク
て
居
た
ら
、
恐
ら
く
環
境
論
的
考
察
が
行
は
れ
た
で
あ
ら
ぅ
が
、
彼
が
そ
の
方
面
に
着
手
し
な
か
.っ
た
の
で
、
フ
ン
ボ
ル
ト
及
び
リ 

ッ
ク
ー
の
出
現
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

H 

■
地

理

擧

成

立

期

：

、

....

,
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
末
ま
で
の
凡
そ
一
五
〇
¥*
間
、に

ヮ

レ

ニ

ウ

ス•カ
ン
ト
•
ピ

A
ッ
シ
シ
ク
•
ガ
ッ
テ
ラ
ー
.を
始
め
と
し 

で
多
數
の
學
者
に
依
り
理
論
及
び
素
材
的
硏
究
の
、兩
方
面
に
著
し
き
進
步
を
示
し
た
瓯
洋
地
理
學
界
は
、
遂
に
：

一
.

九
世
紀
の
初
頭
に
及 

ん
.で
.同
時
に
ニ
人
の
宜
人
ス
ン
ボ
ル
ト
と
リ
ッ
ク
ー
を
生
み
、
こ

\
に
科
學
と
し
て
の
地
理
學
の
成
立
を
見
る
に
至
つ
た
0
喷
言
す
れ 

.ば
こ
の
二
人
に
依
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
夥
し
い
硏
究
の
成
果
が
、

一

っ
.の
科
學
と
し
て
統
一
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か 

も
と
.
.
'
の
ニ
人
は
相
互
に
著
し
く
異
な
る
特
色
を
持
ち
、
兩
者
の
努
力
が
相
俟
っ
て
始
め
て
と
.の
偉
業
が
完
成
さ
れ
得
た
と
云
ひ
得
る
。 

斯
く
し
て
こ
.
の
二
人
の
活
動
期
凡
そ
一
.
八〇
〇
|
六
〇
年
を
以
っ
て
、
.地
理
學成
立
期
と
す
る
o 

.

Alexander 

I
 ffium

D*01dt (
一.

七
六
九
j

一
八
五
九
年〕

は
、後
に
プ
ロ
シ
ア
の
政
治
家
.學
者
と
し
て
重
き
を
な
し
た
^

^Mich 

W
i
l
h
e
l
m

 von H
u
m
b
o
l
d
t

 (
一

七
六
七—

一
八
三
五
苹)

の
弟
と
し
て
：富
裕
な
貴
族
.の
家
に
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
"
ア
ム=

オ 

-

デ
ル
，
ハ
ム
ブ
ル
ク
•
ゲ
ッ
テ
ィ
シ
ゲ
ン
の
諸
大
學
及
び
ア
ブ
ー
ァ
ハ
ム
丨
ウ
ヱ
ル
ナ
ー
の
主
宰
す
る
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
鑛
山
大
學
に
於
い 

て
、
財
政
學•採
鑛
學
及
.び
諸
.種
自
然
科
學
を
.學
ん
だ
後
.、
.ブ
ロ
.シ
T
政
府
に
鑛
山
監
督
官
と
し
て
奉
職
し
た
が
、
や
が
て
英
國
及
び
ラ 

イ
ン
地
方
に
旅
行
し
た
。
こ
の
.旅
行
は
嘗
っ
て
.そ
.の
，父
と
共
に
ク
ッ
ク
の
.第
二
次
航
海
に
參
加
し
そ
の
後
多
く
の
優
れ
た
旅
行
記
を
著 

し

たo
e
o
r
g

 

Forster (

一
 

七
五
四
丨
九
四
年)

と
行
を
共
に
し
た
の
，
で
‘あ
っ
て
、
フ
ン
ボ
ル
ト
が
後
に
最
も
憤
1
の
高
い
旅
行
記
を

m m

箸
す
に
至
つ
た
の
も
、
こ
の
フ
ォ
ル
.シ
ュ
タ
ー
の
刺
戟
犯
基
く
と
ヒ
ろ
が
大
で
ぁ
つ
た
0
:今
や

.フ
ン
ボ
ル
ト
は
自
然
科
學
者
た
ら
ん
と 

す
る
の
決
意
を
闽
め
巴
.里
に
於
い
て
專
ら
氣
象
學
の
硏
究
に
從
事
す
る
|1
,
«
|に
ノ
植
物
學
者
>.
|
'
_
:
8
0
1
2苦

ゐ

(
一
七
七
三
1

1

八 

五
八
部〕

と
相
識
り
、

|
ゼ
九
九
年
相
携
ベ
て
中
南
米
の
硏
究
族
行
に
出
發
し
た
。
斯
く
し
て
オ
リ
ノ
コ

.
‘

河
流
域
.
キ
ュ
ー
バ
ネ
ィ
ト
.
 

北
部
べ
ル
ー
•メ
キ
シn

等
を
探
險
の
後
、
1
八
〇
四
平
佛
蘭
西
べ
歸
罾
、
蒐
集
資
料
に
栽
く
研
究
を
.巴
里
.に
於
い
て
進
め
る
と
共
に
、 

後
に
.Voyages a

u
x

 r

fpv
g
i
o
n
s

^
as-
o
x
i
a
l
e
s

 d
u

 

nouveau 

continent, 

fait: an 

1799-l

ooQ
4
,
p
a
r

 

>
. de

ffi
u
m

croldt et: A.

B
o
n
p
p
D
d
H
Q

卷(

一.八
一
.
六
丄
ー
.一
二
年

)

に
收
錄
さ
れ
た
旅
行
記
を
執
筆
し
、
，
ま
.た

地

學

硏

究

論

文

舉

A
n
f

 ten der 

N
a
H
A一.
 

八
〇
八
甲〕

を
著
し
た
。

.八一
1

七
年
ブ
ロ
，
シ
ア
王
の
命
に
依
つ
て
歸
國
し
た
が
、
一
一
九
年
に
は
露
西
亜
政
府
の
委
託
に
依
り
動
物
學
者 

pristian 

Gottfrie.d 

E
h
r
s
b
e
r
,
g

 (

一
 

七
九
五—

.一
八
七
六
年〕

Q
u
s
t
a
v
R
o
s
e
:

等
と
共
に
、
ゥ
ラ
ル
•
ア
ル
タ
イ
地
方
の
調
査
旅 

行
に
赴
い
炎
P
,そ
の
後
は
伯
林
に
ぁ
つ
て
獨
逸
自
然
科
學
界
の
茛
擘
と
し
て
相
變
ら
ず
.研
鑽
を
續
け
、
晚
年
に
は
そ
の
畢
生
の
大
著 

.KOS 
日 os, 

E
n
t
w
u
r
f

 einer. physischen w
eltbesc

h
r
e
i
b
u
n
g
(

一
 

へ
四
五—

六ー，一

年
ン
を
著
し̂

o
'

と
と
ろ
で
ス
ン
ボ
ル
ト
は
地
理
學
理
論
^
書
.か
な
か
.つ
た
し
、
.
體
系
的
な
地
理
書
も
著
し
て
居

.な
V
。
の
み
な
ら
ず
彼
.は
、
そ
の
.硏 

究
旅
行
を
以
つ
て
、「

訪
問
じ
た
國
々
の
事
情
を
傅
へ
'た
か
.つ
.た
こ
：
と
と
、
世
界
自
然
.史
_
地
球
理
論
或
は
自
然
地
理
學(physical 

^
。
的
这
^

^
と
し
て
暖
^
に
^
稱
さ
れ
て
^
り
‘
吾
次
が
ま
だ
そ
め
輪
廓
を
殆
ん
ど
把
握
し
て
居
な
い
一
科
學
を
闡
明
す
る
に

適
し
た 

事
實
を
览
集
す
■る

/こ
と
と」

の
一
一
.重
.の
'目
的
を
持
つ
4

の
と
述
ベ
.て
.居

り(personal, 

narative 
ノof 

travels', 

t
o 

the 

equinoctial 

regions 

o£ 

A
m
*
r
i
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e
d
u
r
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-
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A
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更
に
皮
っ
格
主 

3 目
勺
が

「

宇
宙
論」

の
，著
述
に
あ
っ
た
の.か
ら
見
.て
、
'彼
が
純
粹
に
地
理
學
建
設
に
努
力
し
た
と
は
沄
へ
ぬ
と
思
は
れ
る
。
然
し
乍
ら
そ
れ
に
も 

拘
ら
ず
彼
の
旅
行
記
は
一
、
そ
の
方
法
に

.於
い
て
地
誌
と
し
て
最
も
完
全
な
も
の
.で
あ
り
、
緒
撮
か
ら
見
て
ま
さ
に
科
學
と
し
て
の
地
3 1

.

學
が
こ
‘れ
に
依
っ
て
建
設
さ
れ
た
と1

K

っ
て
ょ
い
も
の
.で
：あ
っ
た
。
先
づ
第
ー
に
そ
れ
は
當
時
の
最
高
水
準
の
自
然
科
學
的
知
識
に
依 

る
觀
察
か
ら
成
っ
て
居
る
o
.例
へ
ば
フ
ン
ボ
ル
ト
は
平
均
等
溫
線
圖
を
用
ひ
.て
.氣
候
學
の
進
步
に
貢
献
し
、
■ま
た
中
南
米
に
於
け
る
標 

本

蒐

集

や
.

Ideen 

zur 

einer 

G
8
g
r
a
p
h
i
e

 

der 

PAanzen 

(

.一
八
o

〇
年
頃 

V 

Prolegomena 

liber 

die 

verbreitg

oqder 

-
 

s
a
n
z
e
n
c

 
‘
l

A一
 

五
年〕

そ
の
他
の
著
述
.に

依

っ

.て

植

物

學

•
植
物
地
理
學
の
進
步
に
貢
献
し
、
そ
の
他
博
く
動
物
學
•氣
象
學
.鑛
物
學
丨 

地
質
學
•
測
*
術
等
に
わ
た
っ
て
十
分
な
知
識
を
持
っ
て
居
た
。
.第1.1

に
.は
彼
が
一
地
域
に
於
げ
る
多
種
多
様
の
現
象
の
間
に
密
接
な 

關
聯
の
爷
す
る
こ
と
を
認
め
、
斯
か
る
見
地
か
ら
諸
現
象
の
分
布
狀
態
に
因
果
論
的
說
明
を
興
へ
た
と
と
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
1
申
审 

論」

第
一
卷
に
於
い
て
自
然
界
の
諸
現
象
間
に
於
け
る
關
聯
を
說
き
、
地
，誌
的
硏
究
•に
諸
種
科
學
の
應
用
が
必
要
な
こ
と
を
羅

し
て
、

「

自
然
地
誌(

p

trysische 

Erdbeschreibun
i

最
高
の
目
檩
は

、
眯
に
上
述
せ
る
如
く
、'
多
様
性
の
中
に
統
一
性
を
認
識
す
る
と

と
、

即
ち
地
上
の
諸
現
象
間
に
於
け
る
共
同
關
係
と
內
部
的
關
聯
の
探
究
を
行
ふ
こ
と
で
あ
る」

と
述
べ
て
居
る
が(Kcsmos, 

S. 5
5
)

こ

の

. 

量
は
そ
の
中
南
米
旅
行
記
に
於
い
て
旣
に
明
か
に
さ
れ
て
居
る
。(

前
揭
英
譯
本
.

P, X

參
照)

斯
く
し
て
彼
は
そ
の
豐
富
な
る
學
殖 

を
騵
使
し
て
各
地
域
の
特
定
種
類
の
自
然
現
象
を
常
に
そ
の
地
域
の
他
種
自
然
現
象
と
の
關
聯
に
於
い
て
考
察
す
る
と
共
に
フ
|
地
域 

の
現
象
を
#
界
全
體
に
對
し
て
比
較
す
る
と
と
に
重
き
を
置
い
た
。
こ
の
と
と
は
即
ち
諸
現
象
の
分
布
狀
態
に
因
果
論
的
說
明
を
與
へ

. 

. 
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.
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.
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.

..
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.

.

.

る
こ
と
で
あ
り
、I.

地
域
の
諸
現
象
を1.

っ
の
全
體
七
し
て
結
合
せ
し
め
る
こ
と
を
.意
味
し
、
從
っ
て
ま
た
地
域
性
の
把
握
を
意
味
す 

る
。
而
し
て
斯
か
る
見
解
は
社
會
現
象
へ
も
及
ぼ
さ
れ
、
自
然
と
人
間
と
の
關
係
が
考
究
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
環
境
論
的
考
察
に
到 

達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
旅
行
記
が
地
誌
と
し
て
完
全
だ
と
.い
ふ
第
三
の
理
山
と
し
て
，、
そ
の
記
述
が
自
然
現
象
の

み
な
ら
す
政
治• 

經
濟
等
の
社
會
現
象
に
及
び
、
殊
に
各
地
の
農
業
事
情
や
土
人
の
狀
態
に
就
い
て
詳
細
な
る
記
述
を
行
っ
て
居
る
點
を
擧
げ
る
と
と
が 

Hi
來
る
。c

ffiettner, 

a. a. 
o.v
 

s
.

00
4,
 

8
5
-
^
p
e
t
e
l
;
H
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Schmidt, 

w

-5-
s

.o
-?ftsforschung. u

n
d

 

Geographie. 

Jena, 
1925. 

s. 

7
1
-
00

.
參
照)

. 

.

斯
く
し
て
フ
ン
ボ
ル
ト
の
業
績
は
、
地
理
學
理
論
の
考
究
及
び
體
系
.的
な
地
理
書
の
著
述
に
は
缺
打
て
居
た
が
、
所
謂
人
文
地
理
學* 

經
濟
地
理
學
•政
治
地
理
學
•植
物
地
理
學
•動
物
地
理
學
等
、
地
理
學
諸
分
科
の
廣
沉
な
領
域
を
蔽
ひ
、
し
か
も
彼
の
博
識
に
依
っ
'て
そ 

の
夫
々
.の
發
達
に
貴
重
な
る
貢
献
を

な
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。

Karl 

Ritter 

(

一
 
七
七
九
丨
一

八
五
九
年)

は
フ

ン

ボ

ル
ト

と

異
な
つ
て
、

そ
の
一
生
を
主
と
1
て
書
齋
及
び
講
壇
に
過
ご
し
た
學 

者

で

あ

，つ

た

。
.ハ
.レ
及
び
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
兩
大
學
に
學
.び
、
，
ベ
ー
ト
マ
ン

=

ホ
ル
ゥ
'
 H

ッ
ヒ
家
の
家
庭
敎
師
と
し
て
一
一
〇
年
間
を
過

.

.
 

ご
し
.た
が
、
そ
の
間
一
八O

七
年
に
'中
南
米
旅
行
か
ら
歸
っ
た
フ
ン
ボ
ル
ト
と
會
ひ
、
地
理
學
硏
究
に
志
す
.に
至
っ
た
0
一
 

八
一
七
苹
：
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physikalischen 
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J
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l

.
を
著
し
、
.
 
一
A
.
1

1
0

年
に
伯
林
大
學
の
地
理
學
敎
授
と
な
り
、
：坐
涯
そ
の
位
置
を
動
か
な
か
っ
た
。
そ 

近
世
'に
於
け
る
.西
'洋
地
理
學 

五

九

(

八
0
®〕



:近
，#
に
於
.け
る
..西
洋
地
.理
.學 

' 

ニ

ハ

〇

C
/V
Q
S

办
間
歐
洲
各
地
に
旅
行
す
る
を
得
':
.
'
*
焚

.に
硏
究
を
續
け
：た
結
凍
右
：の
著
書

£
大
.な
る
補
足'を
行
.っ
.て
、
.一
九
3

一.年
ょ
り
尨
大
な
第
二 

版
の
出
版
'に
着
手
し
た
が
、
..五
九
年
、ま
：で
に
十
九
卷
k
梓
さ
.れ
た
，.に
拘
ら
ず
、
地
誌
的
部
分
は
ア
フ
リ
カ
と
，ア
ジ
ア
篇

■の
み
に
終
つ
た
o 

> 

.

.リ
タ
ク
ー
は
地
理
學
の
理
論
的
考
察
を
行
ひ
、
そ
の
理
論
に
茶
い
て
從
來
の
夥
し
い
素
材
的
硏
究
を
擊
理
し
統
一
し
て
、
所

謂

•比

較

 

.难
理
學
的
硏
究
を
膜
開
し
：

^
。
彼

ほ
從
來.の
，地
.理
的
硏
究.が
實
際
坐
活
ベ.の
效
用
の
.
'み
：を
.主
.眼
と
し
.て
居
.た
.の
に
對
し
て
、：

純
粹
な
科 

:

舉

'̂
1>
て
硏
，究
す
.べ
.き
：.匕
，と
$:
主
張
し
：、
斯
學
の
候
域
を
.次
の
如
く
規
走
し
た
。
即
'ち
_
 D

a
s

 

historische. 

Ele

日ent 

in 

.del;.geo- 

graphischen w
i
s
s
l
c
h
a
f
t
i

八l
一
 
：ー
三
年)

に
於
い
.て
;'
,
>■歴
史
が
事
件
.の
時
間
的
繼
起
關
係
を
取
扱
ふ
に
對
し
て
、
地
理
學
は
地
域 

性
の
空
間
的
並
存
關
係
を
取
扱
.ふ
.と
な
し
た
の
で
あ
.っ
て
、
こ
れ
は
力
.ン
ト
の
說
い
た
と
こ
ろ
と
地
域
他
な
る
概
念
を
導
入
し
た
點
で 

，異
な
.る
め
み
で
あ
る
。CKant,. 

a
.
.
.
a
. 
f
 

s...1
2
.

及
び
岩
波
講
座
地
；理
學
、
.小
牧
實
繁「

歷
史
地
理
學
丨
地
理
學
：の
立
場
か
ら
I」 

昭
和
八
年
刊
、

：

一
九
頁
參
照

)'
X
J

の
_地
域
性
0
概
念
は
.一.地
域
を
そ
こ
.に
分
布
す
る
諸
現
象
'の
總
體
の
銃
一
：的
全
體
と
し
て
把
握
す
る 

場
合
.に
.生
ず
，る
.の
で
あ
つ
て
、
旣
に
フ
ン
ヘ
ボ
ル
ト
に
依
っ
て
認
め
ふ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
リ
ッ
タ
ー
は
更
に
と
れ
を
强
調
し
た
の 

.で
あ
^
。:

而
し
て
彼
は
や
は
り
フ
シ
ボ
ル
ト
と
同
樣
に
地
域
的
比
較
の
.必
要
な
.あ
を
生
；張
し
.て
、
'そ
の
.地
誌
的
硏
究
を
.

「

比
較
地
理
學」 

.と

.稱 
b 
た 
o
. 
、

■-
 

, 

'
• 

. 

•

リ
•ッ
ク
ー
は
ま
.た
環
境
論
を
以
っ
て
地
理
學
，に
於
け
る
指
導
的
理
、念
：と
し
、

..殊

.に
水
平
的
及
び
_
直
的
地
表
編
制
が
人
»
の
歷
史
に 

及
.ぼ
す
影
響
を
重
視
し
た
。
然
し
乍
ら
彼
.の
環
境
論
ばフ
ン
ボ
ル
ト
：の
そ
れ
，と
著
し
く
異
な
る
。
即

ち

，フ
シ
ボ
ルト
の
場
合
に
は
自
然 

環
境
が
自
然
科
學
的
な
因
搌
關
係
に
於
い
で
人
間
坐
活
に
も
影
響
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
リ
ッ
：.タ
ー
に
在
^
で
は
、
自
然
は
人
間
の
修

.

.

. 

. v
. 

. 

. 

■-
-
 

-
. 

. 

.

.

.

.

業
所
で
.あ
.り
、
其
餘
で
神
の
設
け
給
ふ
た
計
畫
の
卞
に
人
類
の
歷
史
的
過
程
が
進
行
す
る
の
で
あ
る
。： 

'

.

.世

界

は
一

っ
'の
有
機
！
！.を
な
し
、
人
間
と
自
然
と
.は
精
神
と
肉
體
と
の
.關
係
に
あ
る
>
考
へ
.る
が
、
然
し
自
然
は
人
間
の
爲
め
に
神 

の
作
り
給
ふ
た
も
'P
で
あ
り
人
間
生
活
を
條
件
づ
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
と
人
間
と
の
，關
係
に
於
け
る
瑗
境
論
的
考
察
は
重
要 

で
あ
っ
て
も
、
自
然
現
象
相
互
間
の
因
集
關
係
を
考
察
す
る
こ
と
は
重
要
で
な
く
な
る
。
斯
く
し
て
リ
ッ
タ
ー
の
硏
究
は
、
全
體
と
し 

て
社
會
現
象
に
重
；^
を
置
き
、
後
の
人
々
か
ら
人
文
地
理
學
の
建
設
者
と
稱
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
自
然
僻
學
的
な
調
莶
を 

行
ふ
と
.と
も
な
か
っ
た
し
、.
ま
.た
個
々
■の
地
域
の
直
接
的
な
觀
察
を
行
ふ
こ
と
に
も
重
き
を
置
か
な
か
っ
た
。
前
者
の
代
り
に
は
過
去 

の
諸
硏
究
を
盤
理
し
.そ
の
資
料
を
嚴
密
に
吟
味
す
る
、こ
と
、
後
者

の
代

り

に

は

個

々

の

地

域

ょ

り

も

一
曆
包
括
的
な
歷
史
的
展
望
を
行 

ふ
と
.と
に
*
き
を
置
い
た
_
cと
れ
等
す
ベ
て
が
要
す
る
に
リ
ッ
‘タ
ー
の
宗
敎
的
な
目
的
論
的
な
環
境
論
に
基
く
こ
と
で
あ
っ
た
。(H

e
t
T

 

ner, 

p
- Mr 

〇
，
，
. 

S
.

00
4
, 86-7 

Schmidt, 

Mr 

a
.
-
.
p 

.s. 

7.8-86.

參
照)

斯
く
し
て
フ
シ
ボ
ル
ト
に
缺
け
て
居
た
理
論
的
考
察
及
び
體
系
的
地
理
研
究
を
リ
•ッ
タ
ー
が
提
供
し'.
リ
ッ
タ
ー
に
缺
け
て
居
る
自

/

然
現
象
の
直
接
的
觀
察
を
フ
シ
ボ
ル
ト
が
.行
.っ
て
、
こ
k
に
兩
者
の
•努
力
に
依
り
近
代
地
.理
學
の
形
式
.が
完
備
し
た
。
ま
た
內
容
に
就 

い
て
^
、
リ
.‘ッ
ク
1
§
著
し
い
人
文
地
.理
的
傾
向
.に
對
し
て
、
フ
シ
ボ
ル
ト
.の
諸
種
自
然
現
象
に
對
す
る
地
.理
學
的
硏
究
が
‘C
れ
を
補 

足
<
4て
居
た
と
.琴
ひ
.得
冬
0
:
.
.
. 

.

,
,フ
，.ン
ボ
-ル
.ト
及
.び
リ
ッ
タ
ー
のI

一
人
は
共
に
近
代
地
.理
學
の
祖
で
.あ
る
.が
、
.所
謂
？
■ッ
ク
ー
學
派
が
生
ま
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、

フ
ン 

#

»

か
ら
^
學
派
と
稱
す
ベ
き
も
の
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
.。
然
し
乍
ち
フ
ン
ボ
ル
十
の
ま
㈣

に
依
っ
て
諸
種
埤
现
學
分
科
乃
至
は
第 

近
.世
：に
於
け
•る
.西
^
地

理

：
學

.，

 

方一
.

(

，<
〇

七.
，

)



■，
近

世

，に

於

け

る

西

洋

地

理

學

 

六

ニ 

(

八
o
八
'

)
候
學
等
が
發
達
し
た
と
と
は
一

K.

ふ
ま
で
も
な
い
0
.要
す
る
に
こ
の
ニ
人
の
影
響
は
共
.に
極
め
て
大
き
く
、
そ
れ
は
單
に
地
理
學
も
に
止 

ま
ら
ず
し
て
、他
の
學
問
或
は
實
生
活
に
及
ん
だ
。
例
へ
ば
リ
ッ
ク
ー
の
史
觀
は
歷
史
家Heinrich 

L
e
o
(

一
 
七
九
九
丄
八
ヒ
人
ギ) 

-
E
1
.
C
I
U
S

 (
一
 

八
一
四—

九
六
年〕

Maximilian D
u
n
c
k
e
r

 

(
一

八 
ニ 

ー

八

六

年〕

經

濟

學

者 Wilhelm 

Roscher (

一
 

八 

1

七
丨
九
四
年)

W
3
M
1 

Gustav Adolf Knies 

(

一
八
ニ 

一
 

|
九
八
年〕

等
に
影
響
を
與
へ
、

フ
ン
ボ
ル
ト
の
旅
行
は
獨
逸
の
植
民
活■■ 

:動
を
剌
戟
し
及
と
云
は
れ
て
居
る
0 (Hettner, 

a. 

a. 

p
 

w
. 

8
4

 

Encyclopaedia 

of 

Social 

wdences. 

vol. 

V
I
P

 

p. 

549. 

參
照〕 

'

.

フ
ン
ボ
ル
ト
及
び
リ
ッ
タ
ー
の
活
動
期
即
ち
”
九
世
紀
初
頭
か
ら
六
〇
年
頃
ま
で
の
時
期
は
ま
た
、
こ
の
二
人
以
外
に
も
多
數
地 

理
學
者
の
活
動
期
で
.あ
り
、
斯
學
の
各
方
面
に
於
け
る
輝
か
し
，い
進
歩
の
時
期
で
あ
っ
た
。
氣
象
•
氣
候
方
面
の
研
究
者
と
し
て
は 

ffieinrî
W
i
l
h
e
l
m

 D
o
v
e

 (

一
 

八
〇
三
丨
七
九
年〕
が
あ
り
、
植
物
地
理
學
に
於
い
て
はAugust Heinrich 

Grisebach

、
l
A
J
 

'四
I
七
九
年)

動
物
地
.理
學
に
於
い
て
はAndreas Wagner, 

Schmarda, 

Alfred Russel W
a
l
l
a
c
e

、
一
 

八
一
一
三
丄
九
一
三
$ 

地
質
•
地

形

の

方

面

で

は

pristian Leopold 

von 

B
u
c
h

 

(
.一
 

七
七
四
丨
一
八
五
三
年)

Charles 

Lyell (

一
 

七
九
七—

一
 

'
ヒ
五 

年)

S
S-
免

B
e
a
u
m
o
n
t

 

(

一
 

七
九
八

1

1

八
七
四
年)

及
び
古
生
物
學
の
創
始
者Georges 

Cuvier ( j .

七
六
九
丨
一
八
三
一
ー
年
ノ 

が

あ

っ

た
.0
地

圖

製

作

の

方

面

で

は

A
a
r
o
n 

A
r
r
o
w
s

日ith( j

七

五

〇

丨
一
八
一
一
三
年

)
Keinrich 

B
e
r
g
h
a
n
A
1

七

九

七

丨一

\ 

八
四
年
V f

f
i
e
i
l
h

 

Kiepert (
一.

八
一
八
丨
九
九
年

)
August 

Petennann (
，
一
 

八
一
一
一
一
丨
七
八
年

〕

等

が

あ.っ
た
。
ま
た
歷
史
也 

理
的
研
究
が
リ
ッ
タ
ー
の
影
響
に
依
ジ
て
.剌

戟

さ

れ

-̂
3
0 .
泛
|

ぎ

のG
e
r
m
a

B.sches E
u
ropa (

一
 

八
三
六
年)

ク

ル

テ
ユ
I
ス
の

I
|

I
i

F
e
l
p
p
o
n
n
e
s
(

一
 

八
五
一
丨
一
一
年〕

等
が
現
れ
、
や
は
り
リ
ッ
ク
ー
の
影
響
の
下
に
、交
通
及
び
聚
落
地
理
學
の
建
設
者Johann 
0

1

Kohl. (

-
八
0
八

1

七
八
平〕

が

'
!

>
e

-Hverkehr .und 

die'Ansiedlungen 

der 

Menschen 

.
 in 

ihrer 

A
b
h

p:ngig-keit 

von

der 

Gestaltung dei ： E
r
d
o
b
e
u
s
c
h
e

 ( |

八
四
一
年〕

を
著
し
た
こ
と
も
、
忘
れ
.る
こ
と
が
出
來
な
い
。
更

にoavid 

Livingston

(

1
,八
'
1三
丨
七
三
年〕

の
ア
フ
リ
カ
探
險
し
、Charles 

Sturt.

及
'びH

h
o
m
a
s

 

Mitchell

が
薇
洲
奧
地
踏
破
、E

d
w
a
r
d

 P
a
r
r
y

2

-

七
九
◦
丨
ー
八
五
五
年

〕

v
B
e
s Clark R

o
s
s
,(

一
 

八
〇
〇
丨
六.一
一
年

)

の
北
極
及
び
南
極
探
險
等
が
、
と
れ
等
未
開
地
域
へ
の
地
理 

的
知
識
の
娘
.大
に
貢
献
し
.た
の
も

こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。

而
し
て
こ
れ
等
地
理
學
上

の
進
歩
を
促
進
す
る
爲
め
に
、
'巴
里(

一
八
ニ
一 

年)

伯
林(

一
八
ニ

六
年)

倫

敦(

一
八
三
〇
年)

に
夫
々
地
理
學
協
#
が
創
立
さ
れ
た
。
と
の
最
後
の
事
實
は
ー
科
學
と
し
て
の
地 

理
學
が
、
と
.

Q

時
期
に
如
何
に
興
隆
し
っ
、
あ
つ
た
か
を
示
す
有
力
な
識
左
と
見
る
こ
と
が
出
來
や
ぅ
。
斯
く
し
て
こ
の
時
期
に
於
て 

，は

、車
に
フ
ン
ボ
ル
ト
及
、び
リ
ッ
ク
ー
の
業
績
が
.孤
立
的
咬
出
現
し
た
の
で
は
な
く
、
'こ
の」

一.巨
人
を
中
心
と
し
そ
の
强
力
な
影
響
の 

下
に
.地
理
學
界
全
體
が
胚
盛
な
活
動
を
示
し
た
00
..で
菸
っ
て
、
'
 
ま
さ
し
く
地
理
學
成
.立
期
と
稱
す
る
こ
と
が
出
來
や
ぅ
。

四
，

そ
の
後
の
粼
發
展
.
 

.

.

.フ
ン
ボ
ル
ト
及
び
.リ
ッ
.タ
.
1以
後
の
：地
.理
蓽
界
に
於
け
る
主
要
な
發
展
は
、
第
一
に
自
然
地
理
學
の
事
實
上
の
解
體
と
所
謂
人
文
地 

理
學
的
硏
究
ぺ
の
集
中
、
第
二
に
は
經
濟
地
理
學
•政
治
地
理
擧
等
の
新
分
科
の
興
隆
で
あ
る
.0

:

人
間
生
活
を
.
れ
て
氣
候
•地
形
*地
質
•河
川
海
洋
等
を
取
扱
っ
た
所
謂
自
然
地
理
學
は
、
こ
れ
等
諸
要
素
に
關
す
る
.硏
究
が
次
第
に 

發
達
し
遂
に
専
鬥
科
學
と
し
.て
獨
立
す
る
に
及
ん
で
、
事
實
上
解
體
し
た
。
即
ち
地
質
學
がs

u
a
r
d

 

S

I (

一
 

八
三 

一
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九
一 

.近
世
.

H

於
け
•る
西
洋
地
理
學
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八
0
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近
世
に
於
け
る
西
洋
地
理
學 

六

四

(

八
.

T
G
V
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一
 

八
八
.
 
一
一
丁
一 
九
0
ニ
'年〕

及
び 

>

n

 Geikie ( 

J
A三
五—

一
九
一
一
四
年)

の 
H

I

 

b
o
c
k
.
p
f

cwi
e
o
l
o
g
T
C

 h

八
丸
六
年)

等
に
依
.つ
て
大
成
.さ
れ
た
の
を
始
め
と
し
て
、
地
形
學
が
>

J

cr
ョ

&

 

(

一
 

八
五
八
I

)

 

の Mor
p
h
o
l
o
g
i
e

 
der 

E
r
d
o
b
e
r
M
c
h
e

 

(
l
^
〇

KI¥
〕
w
i
m
a
m
M
o
r
r
i
s

 :p.avis .
(

一
 

八
五
〇
丨〕

の 

Be5chreibung. 'der, 

L
a
n
d
f
o
m
e
n

 c
i
.

九1
U

年
.

)

'等
に
.依
り
、：

海
洋
學
が
' Otto 

K
r
f
m
e
l
(

，一
八
五
，四—

1
'

九 
一
 

二
年)

© 

H
a
a
d
b
u
c
h

 der o
z
e
a
n
o
l
p
h
i
e

 

九
o
七—

一
1

年)

に
依
り
、
氣
候
學
•氣

象

學

が

ィ

。
ロ

 

(

一
 

八
三
九
丨
一
九 

t H

 

.•
年)

.の 

H
a
n
d
b
u
c
h

 der KHma'tologiec 
ー
 

九
0
八
11

一
年)

及
び 

Lehrbucb der 

Meteorologie 
.

(

一
 

九
..

| 
五
芋)

に
眩
つ 

巧
、
夫

:A
摘
立
の
科
學
と
な
'
 
つ
た
。
斯
く
し
て
自
然
地
理
#

#
の
多
く
は
、
單
に
こ
れ
等
鄭
門
科
學
の
成
果
を
.羅
列

す

る

に

過

ぎ

ぬ

.無 

.窟
味

も

の

.と
な
つ
た
？ 
•

 

,

: 

'

他
方
に
於
> 
て
自
然
地
迦
學
は
ま
た
、
環
境
論
的
硏
究
の
隆
盛
と
な
：る
に
從
ひ
、
'そ
の
*
在
を
否
定
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
.リ
ッ
ク
ー 

は
環
境
論
的
硏
究
を
地
现
學
の
主
題
と
認
め
る
立
場
か
ら
，、
斯
學
を
諸
種
の
分
科
に
.分
つ
こ
と
な
く
し
て
終
つ
た
が
、.
斯
か
る
環
境
論 

例
見
地
は
そ
の
後
も
持
徽
せ
ら
れ
、
近
年
に
於
い
て
も
一
九
二
一
一
年
の
.

Association 

of. 

American 

G
e
o
g
r
a
p
h
e
r
s

の
大
會
席
上 

當

.時

め

會

長

H
3
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B
a
r
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o
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s

敎
艘
が「

人
類
生
態
學
と
し
て
の
地
理
擧」

を
强
カ
に
.主
張
し
た
と
5
ふ
_
實
す
ら
ぁ
る
0
.

(
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p
K
u
n
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n
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A
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Carlson,Mile geographic b
a
s
i
s
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f society. 

N
e
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 York.' 1933. 
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4
-
5
)

斯

^
る
|=
|し
^
に 

立

.つ
：て
.自
然
；現
象
の
.硏
究
を
行
へ
ば
、
そ
れ
は
嘗
つ
て
の
自
然
地
理
學
で
な
.く
人
文
地
理
學
と
な
る
。

斯
く
の

如
き
自
然
地
理
學
の
事
實
上
の

解
體
に
.反
し
て
、
人
文
地
理
學
は
リ
ツ
タ
ー

以
後
引
續
い
て
益
々
際
盛
に
.
赴
い
た
。
然
し
乍

_
B
i
i

B

i

B

i

a

l

ら
そ
の
主
流
を
な
す
環
境
論
に
は
か
な
り
の
變
化
が
見
ら
れ
る
。
リ
ッ
ク
ー
：の
環
境
論
は
O
W
F pcschel.r 

一
\̂
ニ
穴
丨
七
五
年)

に 

依
つ
て
そ
の Geschichte 

des z
e
i

:eters 

d-f
l»l: 

EBtdec
k
u
n
g
e
n
( j 

八
五
八
年)

.

Gesichte 

der E
r
d
k
u
n
d
e
(

一
 

八
六
五
年
ノN

e
u
e

 

Probleme der vergldchenden E
r
d
k
u
n
d
e

 als vewsuch einer 

Morphologie 

d
e-HErdobera

&>:
c
h
e

、
一
 

八
七
〇
年)
に
於
ハ
て 

批
半
さ
れ
た
。

へ
ッ
シ
*
ル
は
自
然
と
人
間
と
の
關
係
を
リ
，
ク
ー
.の
如
く
神
學
的
に
把
&
す
る
■こ
と
を
排
し
、
自
然
科
學
的
因
果
關 

係
と
し
て
考
察
す
べ
き
と
と
を
主
張
し
た
o
'從
つ
.て
彼
はフ
ン
ボ
ル
ト
流
の
自
然
科
學
的
研
究
の
重
要
性
を
强
調
し
た
の
で
あ
る
が
、 

こ
れ
に
は
一
八
五
九
年
に
扭
版
さ
れ
たc

h
a
l
:
¥

 

D
a
r
w
i
n
.

の

oigin 

of s
p
e

-ae
s

に
於
い
て
生
物
と
そ
の
環
境
と
の
間
の
 ̂

大
な
る
調
和
が
論
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
、
大
な
る
影
響
を
與
へ
て
居
允
の
で
あ
る
。(

s
c
h
m
i
d
f
a
.
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S
'
1
4
7
-
9
V

參
5

而

)

て
こ 

の
自
然
地
理
*^
究
を
重
要
視
す
る
傾
向
は 

nhina; 

Ergebnisse eî
nel: 

Reisen 

s
d darauf gegrlindeter 

Studien (

1
"\
七 

七
年〕

の
著
者Ferdinand 

von Richthofen ( 

！

八
三
三
丨
.

一

九
0
五
年)

に
も
共
通
に
見
ら
れ
、
リ
ヒ
ト
ホ
ー
.フH

.

ン
は
自
然
地 

理
殊
に
地
形
研
究
に
關
し
て
重
要
な
硏
究
を
な
し
た
。

と
れ
等
ニ
.者
は
共
に
主
と
し
て
自
然
地
理
.的
硏
究
に
專
念
し
た
が
、
こ
れ
に
.對
し
て

F
-d
.
e
d-s
.
c
h

 

Ratzel(

一
八
四
四
I
一
 

九
0
四 

年)

は

'A
間
生
活
.に
對
す
る
自
然
環
境
の
影
響
を
論
ず
る

こ
と
に
終
始
し
たo

ま
た
べ
ッ

シ
*
ル
と
同
時
代
の
佛
國
の
學
者
^
^
岔 

R
C
C
1
U
S
2

八

三

〇

丨

ぐ

九.0
五
年〕

は

Nouvelle glgTaphie. 

UDiveI;

'lle (

l
A七
'六
I
九
四
年
ン
に
於(

て、
ぺッシチルと 

ラ
ッ
ツ
ヱ
ル
，の
中
間
の
立
場
を
と
つ
た
。

'

ラ
ッ
ツ
ェ
ル
は
そ
の
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八
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一
#〕

.
Sゥw

r
d
e

 u
n
d

 :das Leben (. 一,
九
〇
ー
.. 丨

ニ
年
).1>01̂

50116 G
e
o
g
r
a
p
h
i
e

2

八
九
七
年〕

等
の
著
書
に 

於
い
て
、
人
類
の
.分
布
並
び
に
文
化
4
環
境
と
の
關
聯
、
國
家
と
瑗
境
と
の
關
聯
を
論
じ
た
。
彼
の
環
境
論
は
環
境
の
影
響
を
必
然
的 

決
淀
的
と
見
名
も
の
で
あ
っ
た
が
、
リ
ッ
ク
ー
の
如
き
，神
學
的
環
境
論
で
は
な
く
、
豐
富
散
例
證
か
ら
歸
納
的
.に
論
じ
た
。
殊
に
文
化 

%
差
異
か
'ら
集
域
を
區
«
す
.る
方
法
を
創
始
し
た
こ
と
は
、彼
の
重
耍
裊
功
績
で
あ
つ
た
。
彼
の
地
理
.學
界

へ

の

響

：は
顧
る
大
き
く
、 

獨

•佛
•类
•沭
の
潇
國
に
.ラ
.ッ
ツ
エ
ル
の
追
隨
者
が
生
.じ
た
。
そ
め
主
要
な
も
の
は
，Vidal de ia 

Blache 

(

一
 
八
四
五
I
一
九一

八 

年〕

J
^
n 

Bninbes 
.

(

一
 

八
六
九—
. 一
^
三
〇
年〕

Ellen 

C
h
u

-Nc
h
m

 

Semple 

(

一
 

八
六
三
I
一
 

九
三
一
一

)

で
あ
る
。
ブ
ラ
ー
シ
ユ 

‘は
-ラ
ッ
Vソ
.

H,

ル
の
.環
境
論
を
修
正
し
て
、
：.嶺

境

の

影

響

を

：也

然

钠

決

淀

的

：な

る

'%
.の
^
馮
ネ
、
卑
に
可
能
散
る
も
の
仑
羝
た
°(

§
<
1
.
,

 

^〔

，̂
.
^
•，-
.■
^
^
^
•
.

參
.
^

)

. 

.
へ
、
；
. 

.：

；
■

-■
'
:ラ
：？
ソ
工
ル
，の

「

政

治

地

理

學:!
_■か

らA
l
.
t
h
u
r

;b
i
x
,--
o
t
o 

M
l
l
, 

R
u
d
o

 
一
 f Kjeljen .

等
に
依
つ
て
政
治
地
理
學
及
び
地
政
舉
が 

生
れ
た
o 
即
ち 

D

F 

P
O
H

cr.sche Geographie: 

weltpolitisches. H
a
n
d
b
u
c
h

 (

一'九j 
一
二 
年
レ
^aull, 

pclitiscbe Geographie 

(
I 

九
.一
.1五
年〕

.
'5
&
导 

s
'̂
a
;
t
'
.

:&
.
L
&
e
n
^
3
'

( 
ニ 
九
一
.
1六
年
：等

ヤ

あ

る

-:
°
,
;
 

' 

.

(

.：

广
：

.

.

■■
ま
..た
經
濟
地
理
學
も
ラ
ッ
ッ
：

.ッ

.ル
の
1
:弟
.
_̂

!日
0
0:
??
.が
伯
：林
地
'理
擧-^
會
雑
誌
に
寄

'せ
灰
論
文

.
1
 ̂Au

f
g
a
b
e

 der Wirt. 

I

S

I

P
 Ge

c
g
r
a
p
M
e
.

 (

ニ
:A
A
l
i部)

に
於
，い
セ
、
：始
：め
で
そ
：の
學
問
領
域
に
就
い
ヤ
.の
理
論
的
老

 ̂

あ
る 

-
•が、
'そ
の
後
今
世
紀
に
入
つ
そ
著
し
き
發
達
を
見
る
に
圣

<>
た
。
、

:.
:.::::'ノ
 

,

:\
.

，
ま
た
^

地̂
理
學
は
前
揭
ゴ
.
1ル
.の
硏
.究
：忙
依
-0
て
始
め
て
..そ
.の
形
.ち
_を

藥

へ

た

：
が
4
It
l
fc
.ラ
ッ
ッ
モ
ル
の
人
類
她：

理
學
第
一
一
.卷
、

-

.

.

リヒトホフェンの

A
u
g
e
i
i
n
e

 

Siedlungs- u
n
d

 

v
e

.Hkehrsgeogl:aphie(1

九0

八
年)

等
に
依
つ
て

1
層
の
發
達
を
見
る
に
至

っ
た
。 

:

十r4
代
及
び
中
世
に
於
け
る
地
理
學
は
、
極
め
て
不
定
堅
で
あ
り
實
體
を
把
へ
る
に
苦
し
む
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
宇
宙
論
•
天
文
學 

.ヵ
ら
地
方
試
に
至
る
亂
多
の
異
分
子
か
ら
成
り
思
辯
的
考
察
と
觀
察
*經
驗
の
記
述
と
を
含
ん
で
居
た
。
而
し
て
多
く
の
場
合
に
於
け 

る
硏
究
の
目
的
は
、
單
に
未
知
の
地
方
の
事
情
を
知
る(

こ
の
言
葉
の
最
も
素
朴
な
意
味
に
於
い
て〕

こ
と
で
あ
り
、
不
可
思
議
な
自
然 

現
象
に
說
明
を
與
ベ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
近
世
に
至
っ
て
こ
れ
等
雜
多
の
異
分
子
は
次
第
に
振
り
棄
て
ら
れ
、觀
察
•經
驗
の
記
述
に
集 

■̂し
床
矢
の
地
方
の
^
^
:を
知
る
と
い
ふ
こ
と
は
斑
ち
地
域
性
を
知
る
と
い
ふ
意
味
を
持
つ
や
ぅ
に
な
，り
、
斯
く
し
て
地
理
學
は
科 

學
と
し
て
成
立
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
o
然
し
乍
ら
事
實
は
然
く
簡
單
で
は
な
い
。
現
實
に
於
い
て
、
地
理
學(Geographie

)

な
る
名
稱 

の
下
に
今
日
次
の
如
き
多
方
面
の
學
問
領
域
が
包
含
さ
れ
て
居
る
。
即

ち

y
&
o
r

 

Kraft 

u
n
d

 

Felix Lampe, 

Methodenlehre 

der Geographie. 

Leipzig, 

1
9
2
9
.

に
於
い
て
ク
ラ
フ
ト
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、(s. 

3
1
4) j

、
地
誌(Landerkund

o')

及 

び
國

象

誌(staatenkunde
)

一一
、

地

形

學(Morph
o
l
o
g
i
e
)

三
、海
洋

學(Meercskunde, 

ozeanographie
〕

及
び
水

系

學(

ffiydrcgra.' 

p
M
e

湖
沼
河

川

に

對
す
る
も
の〕

四
、
氣
候
學CKlimatologie)

五
、
植

物

地
理
學(

s
a
n
z
e
n
g
e
o
g
r
a
p
h
A

及
び
動
物
地
理
學

(Tier

丨
 

OQe
d
g
r
a
p
f
^

ハ
1
人

文

地

；
理

學

：

o
n
f
o
p
o
^
o
g
r
a
p
h
i
e
}

聚

落

地
理
擧

，

經
濟
地
®.
學

•
交
通
地
理
學
を
含
む
。
七
、
歷

史

地
理
學

 

(hlstorlsche

-oe
i

o
g

T
a

p
l

n
e

)
.

八

、

、
：

，地
圖
學(K.artQgr^phie)

九

、
天
文(

救
理

)

地

理

學(astrono 
日 ische 

Oder m
a
t
h

 
日 atische 

o

s

g

p

p

E
e

〕

及
び
測

地

學C
G
i
g
e
')

而
し
丈

.
1

0
、

.

地

球

物

理

學

概

論2:

1̂2
.

&

«:
8*
-
ゃ

穿

0

6

0

^
7
|〕

を
も
多
分
含
む
で
.あ 

诞
fi
-
に
.於

け

る

西#
地

；理

：學
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(

八
；ー

0 

ち
ぅ
と
一K

つ
て
居
石
。
斯
ぐ
し
て
今
日
の
地
理
學
は
、
.現
實
に
於
い
て
朱
だ
に
斯
..か

る

廣

-?
/
1な
領
域
を
含
む
も
の
と
膝
せ
.ら
れ
.て
.皆
.る
.
 

の
で
あ
：る
。
勿

論こ
の
こ
と
は
地
理
學
な
る
概
念
'の
規
定
に
關
し
て
.、
.意

見

の

：.不
ナ
致
が
存
す
る
こ
と
を
ー
不
し
て
居
技
ヾ

要

す

.
る

に

地 

理
擧
は
未
だ
學
問
と
し
て
發
達
の
.途
上
に
あ
り
成
型
期
忙
あ
る
と
.一

K

は
.ね
ば
な
る
ま
い
？

.

，
 

:

.

!

■
獨

逸

騎

士

團

に

つ

い

て

—

-
を

の

成

立

•
活

動

•
衰

退

-

-

• 

.
 

-

■ ? 

.

ノ
 

.高

村

象

平

.

, 

•

r

:

.

〜

中
切
後
期
の
北
歐
バ
ル
ト
海
地
方

<0
0
政
治
.經
濟
史
上
に
お
い
て
、
め
^
ま
し
い
行
動
.と
發
展
と
の
.跡
を
.印
し
た
も
の
に
.、
獨
逸 

ハ
ン
ザ
と
狢
逸
騎
士
團
と
が
あ
る
。
こ
の
ニ
つ
の
も
の
.の
成
立
の
起
源
は
同
じ
で
は
な
い
、
.端
的
に
い
へ

ば
、
前
者
は
、
此
獨
逸
商
、 

の
外
地
に
お
け
る
交
易
權
益
を
確
保
す
る
爲
め
の
經
濟
團
體
と
し
て
成
立
し
、
後
者
は
、
第

三

次

，
十

字

軍

の

.
副

產

物

と

し

'
て

、

異
敎
徒 

.克
服
の
任
務
を
帶
び
た
宗
敎
圃
體
と
し
て
生
誕
し
炎
の
で
あ
る
。
然
し
そ
の
直
接
の
發
生
地
盤
は
異
に
す
る
も
の
の
、
.シ
ク
ゥ
フ
ァ
ア 

主
朝
以
降
に
お
け
る
獨
逸
民
族
勢
力
の
東
北
方
進
出
と
い
ふ
局
面
に
お
い
て
V
兩
者
は
相
結
ば
れ
て
ゐ
る
.の
で
あ
り
、
夫

々
の
活
■
は 

'謂
は
‘ぐ
相
五
補
売
.の
關
係
に
た
ち
つ
>
£
の
.大
運
動
を
展
開
し
て
.行
つ
た
の
で
あ
つ
た
0 

.
 

..

但
し
獨
逸
東
方
植
民
運
動
に
協
ヵ
し
た
と
い
つ
て
も
、
そ
れ
は
兩
者
.が
«
に
協
調
的
立
場
を
持
.し
た
と
い
ふ
讓
で

.は
な
ぐ
、
更
に 

.兩
^
?時
を
,
じ
ぅ
し
て
東
北
歐
へ
の
進
出
を
開
始
し
た
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
前
者
は
後
に
關
說
す
る
■と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
：暫
くj

日 

’
獨
秦
士
：國
g

ぃ
て
. 

, 

六

九

A=
s)

，


